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筑豊はその名か示すように、筑前と四前が接する東西文化の交流地帯であります。筑盟の一角

にある方城町は、福智山系と遠質川の支流である剪彦山川の間に位置しています。

古代においては、この地にも遠く中国や朝鮮から文化が渡来して来たと思われます。海を渡っ

てきた人たちは、川を渡り山を越えてこの地に根を下ろし、新たな文化を伝え独自の文化が生ん

だも 0)と考えられます。

このたび長い聞土中に埋もれていた文化が、ようやく陽の目を見ることができました。石斧等

坤もれた文物の数々は5000年を経て今ようやく発掘することができたのです。これらは私たち

方城町民の先祖の偉大な遺産であり、払たちの遺産であります。

この貴重な物言わぬ歴史の証言者については、詳しく記録にとどめ、今後末永く保存し次代に

継承しなけれはならないと考えています。そして［ふるさと」再発見、「まちおこし］の一助にな

れはと思います。

本書は、平成14• 15年度に調査を行った、方城町伊方金山遺跡の報告書であります。いにし

え人の生活を思い、文化財保護への意識In」上、並びに地域の庶史を知る上で、ご活用いただけれ

ば、幸甚に存じます。

なお、今回の発掘調査に際し、こ指導•こ協力くださいました方々、および閏係機関に対して、

心から感謝し）たします。

平成17年3月

方城町教盲委員会

教育長金山松榮



例 □

1. 本書ぱ、半成14年展に県営農地環境整備事業（畑地区）に伴い発掘調査を実施した田川郡

方城町大字伊方所在の金山遺跡の報告書である。県営農地環境整備事業（畑地区）関係迎蔵文

化川報紺第1集、方城町文化財調丘報告書第8集にあたる。

2. 発掘調査及び報約書作成は国庫補助事業、県費柚助、町費、県営嬰地環境整備事業（畑地区）

予算より負担を受け、方城町教育委員会が主体となり実施した。

3. 出士遭物の整理は方城町敦育委員会で行った。

4. 本書に掲戟した遺構図は井上勇也・杉原敏之・内野陽子・城戸冨十子・仲谷あかね・古岡

淳fが、遺物の実測図を井上・杉原・仲谷•吉岡・石川光ー＾が作成した。図面の浄書は井ヒ、

杉原、石川、仲谷、占岡によろ。

5. 本苔に掲載した写真は、遺悩を井上・杉原が、追物を井上が撮影した。空中写真は株式会

社東亜航空技研による。

6. 本書に使用した方位は座粽北てある 0 また、遵構番号に付した記号は SKー上坑、 SB -

建物、 SX ーその他•特殊追構である。

7. 本書の執筆は I• II章、 m章の遺構の一部と土閣の報告並びに、 IV布については井上が、
m章一1• 2並びに石器の報告については杉原が行った。編集は井上が行った。
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I. はじめに

1.調査の経緯

福岡県央北部に位置する方城町は、人口7,819人の農業と粘密械械工場を中心とした町であ

る。また、県道22号線直方一田川バイパスの開通により、北九州・筑翌地域0)ベットタウンと

しても発展している。

このような状汎で、農村活性化の一環として、畑地区において県四殷地環境幣備事業による

圃場整備事業の計画が持ち上がり、平成12年9月議会で承認された。平成14年度から 18年度

にかけて実施される、総事業面積31.23ha(f)圃場整備事業である。

方城町教盲委員会社会教育課では、この事業に対応するため、平成13年2月に福岡県教育庁

筑豊教育事務所生涯学習課へ雌蔵文化財の有無についての試掘調査を依頼した。その後、試掘

結果を基に、飯塚胴林事務所農地整備鉱苫課、方城町産業課との聞で県営農地環境整備巾業遂

行に閃しての協議を行い、侃存が不可能な罪蔵文化財について記録保存を目的とする発掘調査

で対応することとした。今回報告する金山遺跡は、平成14年度の文化財関係口）車補助事業と

して、埋蔵文化財本調査を実施することとなった。

国庫補助事業による調査は、上淋期間等の調整を行い、平成15年1月20日より清手、 3月30

日に終了した．）

整理作業は国庫袖助事業ならびに県営罠地環埃整備事業（畑地区）予算より負担を受け、平

成16年6月21日に着手し、整埋元了後報告書作成を行った。

2.調査組織と関係者

本調査、報告に係る調査組熾と関係者は以ドのとおりであるじ

調査 平成14年度 平成］5年度

方域町産業課

産業課長 平緒繁明 平緒繁明

産業十木係長 中山安雄 中山安妍

係員 園川英樹 園田英樹

方域町教育委且会

教育長 金山松榮 金山松榮

社会教育課長 中山利彦 中山 利彦（平成15年12月より公民館長）

課長補佐 ii谷敏行 石谷敏行

係に 朝部信恵 朝部に恵

担当 仲村浩美 仲村浩芙

井上勇也（調査担当）

福岡県教育庁筑豊敦育事務所

主任技師 杉原敏之（調査担当） 杉原敏之（調査指導）
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報告書作成

飯塚農林事務所

農地整佛鉱害課

県営第二係長

主任技師

方城町土木課

七木課長

課長補佐

土木係長

方城町教育委員会

教育長

付会教育課長

課長補佐

係長

担督

平成16年度

長野敏文

半山愛知

中山勝信

中山安雄

田中政文

金山松榮

肪木秀昭（平成16年8月まで）

石谷 敏行（平成16年8月より課長事務取扱）

朝部信恵

仲村浩芙

井上 勇也（報告書作成）

福岡県教育庁北九朴I教育事務所

主任技師 杉原敏之（報告書作成）

発掘訓査に閃しては、畑土地改良いをはじめ地権者の皆さま並びに関係各位には調査にこ理

蝉いただき、こ協力を得ることができました。また、調資・報古書作成を通して、福岡県教行

り総務部会文化財保護課並びに筑覧教育事務所及び筑豊教育巾務所管内の文化財担当者の方々

をはじめ多くの方にこ指導•こ協力をし）ただきました。記して感謝いたします。
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II．位置と環壊

方城町は田川郡の北船に位置し、遠賀川支泣の彦山川と金辺川の合流点にあり、北は北九小卜1

市、南は田川市、東は香春町、西は赤池町、金田町にそれぞれ隣接する。町の東北部は福智llI

系に属する山岳地帯であり、これより中原、伊方、弁城の三本の丘陵が南へ派生し緩やかな傾

斜をもちながら彦山川の低平地に向かう谷や丘陵の多い起伏に富んだ地形となる。

方城町の成立は、明治20年畑村と伊方村が合併し伊方村となり、明治22年に伊方村、弁城村

か合併し方城付となり昭和31年町制を施行したことによる。方城の名はそれぞれの名前から

一字取り生まれた。それぞれの由米については、「弁城」は応永年閲に永野新几朗貞恒か築城し

たと伝えられる弁天城にちなみ弁城と呼ばれるようになったと伝えられる。もう一方の「伊方」

は仲哀天皇0)虚襲平土の際、優秀な弓の射手を出したことから射方の里と呼ばれ、字か転じ伊

方になったと伝えられる。

確認されている限りでは、縄文時代より人々の生活の痕跡が残されている。町内では伊方の

犬星遺跡て縄文時代後期の土器片、磨製石芹か採集されている。今日報告する金山遺跡は町内

ではじめて本格的に発掘調査が行われた縄文時代の遺跡である。この遺跡は平成14年度に県

営農地環境柩備事業に伴い発掘調査を行った 詳細は報告に譲るが後・晩期の土器が出＿十し、

石斧の製品か未製品、剥片石器類か多量に出土し石器製作址と考えられる。また、打製石斧が

少ない点は注意され打製石斧から磨製石斧への移行を考えるうえでも重要な遺跡である。明確

な住届は確認されていないが遺物の贔から追跡凋辺に存在するのであろう。

絨いて、弥生時代になると遺跡0)数も増え、さまざまな種類の追跡が見られるようになる。

特に伊方の丘陵上には数多くの遺跡が存在する。古くからこの丘陵上では石剣や弥生土器が出

上することか知られていた。主な追跡として前村遺跡、石文、石剣、磨製石散等を出土した中

原遺跡や甕棺墓、石棺基の出土した後谷追跡等が確認されていた。最近では、伊方小学校遺跡

群、法華犀敷遺跡、伊方石丸遺跡などの逍跡で発掘調査されている。伊方小学校追跡群では弥

生時代前期後半の貯蔵パ、ほぼ同じ時期の」直砂善、後期後半の住肘か確認され、法華屋敷追跡

においても弥生時代前期後半～末の貯蔵穴が確認されている。伊方石丸遺跡では弥生時代中期

前半～後乎にかけての十坑募、木梢草、甕棺草が確認されている（）弥生時代中間の墓地ぱ伊方

仕丸遺跡0)隣接地、 1川方古墳の指定地内からも平成15釘度に行った範囲確認凋査の際、 I^力坑墓、

甕棺箪が確認された。しかし、最近の調査成果からも具体的な集落の状況はいまだ不明である。

ただ、前則後半～末の貯蔵穴さらに前期後半～末、中朋前半～後半にかけての落域、後則後半

の住届が存在することから伊方周辺には弥牛時代を通じ拠点的な集落が存在したことは十分推

定できる。また、この伊方丘陵の端、宝珠追跡の弥生時代後期後半～終末のイ［棺落と三本松遺

跡の弥生時代終末～古墳時代前期の石棺隅から内行花文鏡か出土している。このこともこの台

地上における付力な虹落の存在を裏付ける資料となろう。

古墳時代に入っても、伊方丘陵とその周辺が主要な生活の場となっていたようである，伊方

丘陵上、草場遺跡、前村遺跡、宝珠追跡などで小型丸底壺を土体とした上師器が採集されてい

るりこれらの上師器は信池に伴うものではないため付近に集落が仔在した痕跡と考えられる 3

ーガ、古墳時代の第地では、方城町）母辺では横穴悶が主流を占め、数多くの基群が知られる。
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第1図 周辺遺跡分布図(1/2豆000)

1．金山遺跡 2.出口退跡 3弁天城 4．音／尋闘児窯 5岩／冦磨崖梵字曼陀罰 6．野沿柚八蒻群 7.1之谷横穴悶群 8fJ+[]古培

9伊方石丸迎跡］0．伊方小学校追跡第1地点 ll但方小学校遺跡第2地点］2．伊方小学校遺跡第3地点

13．伊万城回遺跡 l4．怯華屋敷追跡 15]ミ星追跡 lり後谷竺跡 17九朴1日立マクセル赤煉瓦記念佗 18．三木松古堺群

19.草場遺跡 20．宝J九此跡 21．迫遺跡 22．追横穴墓群 23.iJJ古瑣 24．豆古古閉群
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方城町も例外ではなく、野添横穴墓群、迫横穴幕群、長谷横穴募群などがある。一方、古培では、

前閏と考えられるロム本松古墳群、迫古墳、後朋では高崎山古墳、原指定史跡の伊方古墳などが

確認されている。特に古墳時代後期以降、この時期は巾小の古瑣から構成される群集墳の増加

すろ時期である。方城町においては、群集形態をとるのは横穴募であり横穴式石室を内部干．休

に持つ群集填はほとんどない。町内では敷少ない横穴式石至を内部主体に持つ伊方古墳は、伍

室全長11m以上、その石室の構造ぱで室桐逝を意讃した複室構造である。筑豊地域では最大

規模、県下でも有数の規校の横穴式石室を持つ古填であり昭和52年には屎指定史跡に指疋さ

れている。現在、瑣斤はかなり削平されていろため本来の姿をとどめていない。平成14・ 15年

度に｛呆存整備に伴い発掘調立を実施した結果、復元径は直径約32111と推定され、築辿は6世紀

末碩と考えられる。同時期に作られた古墳には夏吉古墳群中の2]号坦がある。両者はどちら

も伍室に巨白を用いており、規模も似ているが、立池など双なる点もあり解明すへさ点は多い。

さらに、伊方古墳は単独で存在し、付近に同規模の古坦は見られないために前後に連なる首長

墓系請は判明していない。伊方古珀を営んだ果団か突然現れる可能性は低く、付近の凋査を続

ける必要があろう。また、この時期の特徴的な遺物に、野添横穴幕群と伊方古墳で出土した銅

鈴かある。前者は球形鈴、後者は八角鈴である。特に後者の八角鈴は分布か筑前に偏るという

研究もあり豊前での出土は大きな意味を持つと考えられる。他に野添横穴墓群では銅釧が2点

出上しており、 1点は現存しないか銅鈴とともに古瑣時代の貰重な資料といえる。

古代から中世には伊方丘陵では伊方城園遺跡が営まれる。公的な性格が考えられ依然この地

域か中心地であったことを物語っている。伊方の地名は「伊方庄」として胄料に残ることから

も推定できる。伊方庄は、成立、境域等不明な部分が多いが鎌倉時代以降の資料に散見される。

南北朝時代以降室町時代までぱ佐田氏による知行か行われており、伊方丘陵上には伊方石丸追

跡の井戸、伊方城園遺跡で確認された鎌倉時代～室町時代の遺構もこのことを裏付けていよう。

また、英彦山修験追の盛行により岩屋には建式二件 (1335年）建訂とされる磨崖梵字曼荼罰

が残されている。中世の山城もいくつか知られ、平安時代末期平家方の築城とされる弁天城、

戦［闘時代では豊前［I→1古城記に記された新田域、弥次郎畑城が仔在し、他にも白船城、伊方城等

が存在した。さらに、町内には古屋敷、平家屋敷などの地名も残り、古い屋敷の名残が認めら

れる。これらの城址、屋敷などのほかに寺のつく地名も残り往時の繁栄を今に伝えている c

近世になると周辺では上野焼が知られ町内でも弁城に岩屋高麗窯が営まれる。調査等行われ

ていないが開山窯、空の口窯と並び氾世上野焼を代表する窯のぴとつとして注目されている 3

近代は方城町だけでなく玩豊地方全体が石炭と歩んだ時代であった。方城町では三菱方城炭

鉱か有名であり、当時の坑務工作室であった赤煉瓦姓物は日立マクセル赤煉瓦記念館として囚

の脊録文化財となり今も残されていろ。

今回報告する金山辿跡周辺では、視在まで追跡0)仔在は確認されていなかった。しかし罠業

晶盤幣備に伴い幾つかの追跡が確認され、周知の遺跡か増えつつある。
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rn．調資の記録

1.調資の方法

(1)経過と記録の方法

金山遺跡の調査は、平成15年1月20日より開始した。工事計圃図を基に、記録侃存が必要な箇所

を確定し、調査区を設定した。対象地内のバックホーによる表土の除去後、床士、畦の土留めの礫

等を除去した。作業目は、最初に表上剥ぎが完了した調査区西北付近より投入し、西から東側へと

人力による遺構検出を開始したe、そして中央部において、溝状遺構SXl1を確認した：J縄文時代の

遺樺や包含層が良好に残っていたため、グリット謁査を行った。その後、北西付逝で黒褐色上と娯

褐色土から成る縄文時代早期の可能性かある包含屈を確認したため、この地区においてもグリット

調直を行った。調査は、 3月30日に完了した。平成15年度に一部補足調査を行った。

調査区は、標高の高いA区とB区とに大きく分けられろ（）調査区には、国土／坐標系に併せて杭を設

定した。この杭を基準にして遺構の割付をおこない、 20分の1、10ク｝の1の各図を作成した。追構

の登録については、略記号を使用した（例言参照）。

主な検出遺構として、縄文時代では、上坑16基、集イi8晶、溝状遺構1陥、特殊遺構2拮かある。そ

の他の遺構には、掘立柱建物が1棟ある。

(2)枯本層序

遣跡は北方の福智山より派生した丘陵先端部付近に位置し、長浦川の浸蝕を受けた標高71m前

後の河岸段丘上に立地している。 A区南側の西璧面て表土からの土暫践察を行った（第4図土悩③）。

1層は黒灰色1 （耕作上）である。 2層・黄灰色土は床土である。その下位の3層は、暗荼褐色土

て縄文時代後・晩期の追物包含屑である。このA区では址柏が油い。 4層・黄褐色土、 5駁•黒灰色

土、 6層•黒褐色土、礫層と続いている。 4屑以下は、二次堆門層も含まれる互層埋禎となっている。

縄文時代早期頃の包含陪である。この層の下位は、完新世よりも古い粕渇色上が堆禎しているが、

遺拗は確認できなかった。おそらく、 As o-4火砕流堆積物の鳥栖ロームと考えられる。

また、遺跡が谷あいの河岸段丘に形成されており、周辺より産出する深成岩や堆積岩等か縄文時

代後・晩期の堆禎層に包含されているっ

2.縄文時代の追構と遺物

（l) 脳序と遺物の出土状況

層序（國版 13• 14、第4図）

縄文時代の追物包含胴は、先の層序で説明したように縄文時代早期と後・晩期とに大きく分れる。

縄文時代早期の遺物包含層は、瓜褐色上、黄褐色土の互層となる。調査区内では、北側から西側か

けて良好に残っている。縄文時代後・晩期の追物包含図についてぱ、溝状遺構SXl1を中心とした調

査区中央付近に址槙している（土層④・⑤）。上贋の黒灰色上（耕作上）と床上を除去した下位に、

追物包含層となる贄灰色十ー、暗黄灰色上を確認できる。J晋の厚さは、 0.3m前後である。これらは、
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第6図遺物分布図2(1/120) 

早期包含層の下位に認められる礫混じりの黒褐色土より上位に位置づけられる。

遺物分布（図版 13、第5・6図）

縄文ll『代早期の遺物は、包含層が残るA区とB区中央西瑞のSX09周辺に分布している。剥片剥雌

を行っていることは確かだが、素材を二次加工した示準となる定形石器も確認できていない。西側

に落ちろ地形を考慮した場合、民家の下位にも遺物の分布が拡がろと考えられる：一方、縄文時代

後．晩期の包含層は、調森区巾央の南北に認められる溝状遺構SXl1に併せて溝状に拡がっている。

十器、石梱等が多量に出十している。石器については、石鏃の調撃剥片なども出土しており、石悟

製作が行われたことは確かである。 A区とB区てそれぞれ“ブロック”と誌識することもてきる。た

だし、接合作業などは十分に行えていない。また注忍すべき点どして、分布の西側で集石SX06を
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検出したが、石斧3点（未製品を含む）が面的に出土している。この点に関してば、ほぼ原位四を

保って出土していると考えられる。製作址の可椛性も考えられる。

(2)士坑

SK01 （第7図）

調査区中央西端で検出した。長楕日形プランを旱し、掘形は逆台形U)捕鉢状である。上縁長軸

0.96m、短軸0.72m、深さ0.50m、し軸方位はN46° Eである。明雁に伴う遺物は出十．していない。

SK02（第7図）

潤査区中央西端で検出した。長栴円形プランを冒している。上弩長軸1.64m、短軸0.94m、深

さ0.36m、主軸）’j位はN75°Eてある。西側円峠については、床血に落ち込んて据わった状態で

あった。黒耀いの剥片が出土している。

SK03（図販 4、第7図）

調査区中央西で検出した。長楕円形を呈している。 1：縁長軸Ll8m、短軸0.78m、深さ0.28m

を測る。主軸方位はN62°Wである。縄文土器片か出上している。

SK04（図版 4、第7図）

調査区中央西で検出した。柘円形を呈している。上縁長軸1.22m、短軸1.04m、深さ0.26mを

測る。主軸方位はN8°Wである。磨滅した縄文上廿尉片が出土している。

SK05（図版 4、第7図）

調査区中央付近で検出した。 SK06を切り、長桁円形を呈している。 卜縞縁長軸2.40m、侭豆軸0.56

m、深さ0.40mを測る。主軸方位はN16° Eである。

SK06（図版 5、第7図）

調査区中央付近で検出した。 SK05に切られる。に柏円形プランを呈し、中央部が抑鉢状に深く

なっているが、下位の包含層を掘りぬいた可能性が高い。上縁長軸1.18m、短軸1.20m、深さ

0.24mを測る。主軸方位はN8°Eである。縄文後・晩期の土器片や姫島痒黒耀石が出土している。

SK07（第7図）

調査区中央付近で検出した。 SK08に切られ、長方形を呈している。 SK10とのプランの境は明

瞭ではない。包含閏の落ち込みの可偕性もある。」．．縁長軸1.30m、短軸0.78m、深さ0.08mを測

る 主軸方位はN54°Wである（］僅かに土器片か出＿［：している。

SK08（図版 5、第7図）

開査区中央付近で検出した。 SK07とSKlOを切ろ。長楕円形プランで、掘形は梱鉢状を呈して

し＼る（）上縁長薗1.64m、短軸1.04m、深さ0.74mを測る。主軸方［立はN74°Eてある。縄文後期

-10-
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の土器片や石器類が出土している。

SK09（第7図）

調査区中央付近で検出した。 SKl0を切る。長柏円形プランを呈している。上綽長軸1.52m、知

軸1.00m、深さ0.20mを測る。主軸方位はN13°Eである。縄文後～晩期の土器片か出土している。

SK10（図版7、第7図）

調査区中央付近で検出した。 SK08• 09に切られる。長方形プランを呈している。遺構確認時は、

SK07との境は不明瞭であった。さらに下げて切り合いを確認した。上縁長軸2.10m、短軸1.46m、

深さ0.20mを測る。主軸方位はN23° Eである。縄文後～晩期」盟孟片が出土している。

SK11 （第8図）

調査区中央付近で検出した。隣丸方形プランを呈している。上縁長軸の一辺は約l.OOmで、深

さ0.38mを測る 主軸方位はほぼ頁北をとる。

SK12（第8図）

調査区北側で検出した。楕円形を望している。上縁長軸2.14m、短軸1.58m、深さ0.22mを測

ろ。主軸方位はN3TWである。縄文後～晩期の十器が出十している。

SK13（第8図）

調査区中央で検出した。長楕円形を星しているし上縁長軸1.56m、短軸0.64m、深さ0.16mを

測る。主軸方位はN44°Wである。縄文土器片や姫島産黒耀石製の剥片が出土している。

SK14（図版 6、第8図）

調査区中央南側で検出した。柏円形を望してし）る。上縁長軸1.24m、い軸0.96m、深さ0.28m

を測る。主軸方位はN82°Wである。後～晩期土器片や姫島産黒耀石の剥片が出士している。

SK15（國版 6、第9図）

調査区北側で検出した。 SXI1をL)]る。長楕円形を呈している。上縁長軸2.38m、短帖1.24m、

深さ0.78mを測る。主軸方位はN57°Wである。埋土は灰色枯tで、多量の土器や石摺が万遍なく

出土した。逍構のプランも不明瞭なことから、風倒木の可能性が高い。 SXIlの堆柏｝晋が横転した

ためと考えられるJ

SK16（第8図）

調西区北側で検出した。長梢円形を呈している。上縁長軸1.18m、短軸0.72m、深さ0.12mを

澗ろ。主軸方位はN28°Wである
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第8図土坑SKl1~16実測図(1/40)

(3) 集石

SX01 （図版 6、第9図）

調査区中央阿端で検出した。集石は、径0.60mの範囲に拡がりまばらである。 10~40cm前後の

花岡岩礫を使川している。下位には約0.34mの平面円形、深さ0.20mで断而揺鉢状を呈した士坑

がある。礫は被熱しておらず、炭化物などは確認できていない。また追物の出土もない。縄文後期

包含屑の下位より出＿卜している。

SX02（図版 7、第9図）

調査区中央西端で検出した（）集石は、径0.60mの範囲てまとまって出土している。 0.10~0.40

mの化岡岩礫を便用している。 ド位には、径0.70mの平面円形、深さ（）．34mで揺鉢状を呈する土

坑がある。礫U)被熱は確認できていない。また、遺物も出士していない。確認屈ぱSXOlと同じで

ある。
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第9図集石SX01~04実測図 (1/40)
SX03（図版 7、第9図）

調査区中央で検出した。主軸方位はほば襄北である。集石は南北に細長く広がる。大きく北と南

の二つのグループに分かれ、南側では下位に土坑を椋出した。北側は黒色上の混じる礫屑か窮出す

ることから、この礫がたまった可能性もある。出上礫に被熱の痕跡は確認できていないが、集石西

側で焼土を確誇し、その下部で上坑を検出した。第石、 十坑に伴う遺物の出土はない。

SX04（図版 8、第9図）

凋査区中央北瑞で検出した。集石は、 5~20cmの花岡岩礫を使用している。下部上縁長軸1.20

m、短軸l.OOmの楕円形で、深さ0.42mて擢鉢状の土坑を配している。上軸方位はN90°Wである。
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集石とこの土坑が同一時期で、直接伴うのかは不明である。聞辺では、腰岳産黒耀石の剥片類が出

土している。

SX05（図版 9• 10、第10図）

調査区南端で検出した。集石には、 3.00~3.60mの平面長楕円形で浅い揺鉢状を呈しながら中

位で長軸1.20m、短軸1.10mの段を有する掘形の土坑が伴う。残存する上縁から床面までの深さ

は0.60mである。主軸方位はN52°Eである。集石は、遺跡周辺で採取できる 10cm以下の大きさ

の変成岩、堆禎岩などを使用しており、中央部より集中的に出土している。土坑内の床面からは、

大型礫が据えられた状態で出tした。出土礫はほとんど被熱しており、土器等も混在した状況であ

る。使用後、土坑内にそのまま廃棄されたと考えられる。縄文晩期の土器群や剥片石器が出土して

しヽる。

SX06（図版 10、第10図）

調査区中央で検出した。明確な掘り込みは認められない。南、北端で礫がまとまって出土してい

る。南側の一群には、石斧の未製品や「台石」等が平面的に出土している。大型礫が水平状態で出

上することから遺物が大きく二次的に移動したとは考えられない。また、大型の「台石」等の一部

に擦而が観察され、石斧に未製品が含まれることなどから、石斧製作址の可能性も考えられる。

SX07（第10図）

調査区中央で検出した。上縁長軸1.90m、短軸1.60mの平面長楕円形で浅い揺鉢状を皇しなが

ら、中位で長軸l.OOm、短軸0.90mの段を有する掘形の土坑が伴う。残存する上縁から床面まで

の深さは0.24mである。主軸方位はほぼ頁北である。集石は、遺跡周辺で採取できる 10cm以下の

大きさの変成岩、惟積岩などを使用しているが、出土状況はまばらである。縄文後～晩期の土僻群

が出土している。 SX05と形態が類似する。

SX08（図版 11、第11図）

調査区北側で検出した。西側の集石と東側のプラン不明確な落ち込みと土坑、ピットで構成され

る。主軸方位はほぼ真北である。出土礫には被熱痕跡の残るものがある。中央の土坑はプラン不整

形であり内部より焼土塊が出土している。この焼土塊は土器胎上の塊のようであり付近で土器の焼

成が行われた可能性もある。ピットを検出し、当初は住居の可能性も考えた。ただし、明確なプラ

ンは確認できず、その可能性は低い。

(4) 溝状遺構

SX11 （図版 13、第3図）

調査区中央付近を北から南へ縦断する溝状遺構である。幅6.00m、長さ約30m分を調査した。

検出面からの深さは約0.30mで、掘形などの明確な立ち上がりは持たず、レンズ状の堆梢層となっ

ている。堆積は、大きく 3層から成るが、どの層からもほば万遍なく追物が出土している。ただし、

磨滅したものも一定量あり、縄文時代後～晩期にかけての土器が多い。自然流路の可能性が高い。
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(5) 特殊遺構

SX09（図販 12、第12図）

調査区北西で検出した。 2つの土坑が切り合った状慮で、上縁長軸4.90m、短軸1.70mの平面長

桁円形のプランを呈する。北側の土坑は深さ0.40m、南については、平面長軸3.00m、短軸1.20

m、深さ0.70mである。ただし、両者は検出時の段階から切り合いを確認することはできなかった。

風倒木の可能性が考えられる。坪土下部から上邪まで腰岳産黒耀石の剥片類や［器が出tしていろ。

縄文時代皐期頃の可能性が考えられる。
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第12図 特殊遺構SX09実測図(1/40)
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SX10（第3図）

調査区中央西側で耕作土・床土の直下で検出した。黒褐色土層と茶灰色土脳から成る斜面堆積層

である 3 約14mX lOmの範団に拡がっている。冗褐色土層には、人頭大の花岡岩礫を含む。その

ド位で花箇岩風化バイラン士を確認できる。遺物はほとんど出土していない。黒褐色土は、鬼界ア

カホヤ (K-Ah)に由米すろものと考えられる。 SX09はこの黒褐色土の下部付近から確認できろ3

(6) 出土遺物

土器（同版16~23、第13~21図）

ここては、出土した縄文上謁をグリッ！、調査出上、各遺構出上、その他出土の三つに分けて報己

する。

グリッド調査出l：縄文土船（l又］版16~19、第13~16図）

出土土器は時期・形態から大きく□つのグループに分けられる。 I群は磨消縄文を主体とする後
期中頃の一群、 II群は沈線を持つ仔文の鉢をt体とする後期後半～晩期初頭の一群、 m群はナデ、
条痕文調整の鉢類を主体とする後期～晩朋の一群てある。

l群(1~9) 1、2は鍾崎式土器の体部片である。沈線と鉤手状の文様が残る。 3~7も体部片で

ある。縄文の原休ぱ確認でぎろ限りRI.,のみである 9」 8は刺突文のある鉢休部、 9はn縁端部に刺突
文を施す）形態から磨消縄文十器に伴うと考えられる r

II群 (10~26)10~23は沈綜を施す有文の鉢である。 19を除き深鉢と考えられる。 10~19は

口縁部て、 16のみ紺部は平川に仕上げるが他は丸く仕上げる。 17,19は瑞部を欠失する。 19は形

態から二）j田式の以鉢になる I,J能性がある。沈線の晶本は2条てあるが19ては3条の沈線が確認て

きる。 16、18、19は沈線下位に尉きを施す。 20~26は鉢体部である。沈線の状態からこれらはII

群土困0)鉢体部と考えられる。 23は磨きが確認できるため有文0)鉢体部と音えられる

m群 (27~95)27~52は日縁部である。調撃は条捩とナテであり、条痕の施文後にナデを施す
ものもある。 36は条痕文と考えられるが、他のものに比べ細く擦り傷状になる。 45は内面の口縁

までナデ調整を施し、口縁囚部と外面に条痕文を施す C 35、50、52はホウ）レ状の釧の口縁、 46~

49、51は小型の鉢になると考えられる。それ以外は深鉢の口縁部であろう。形態からいくつかに

分かれ、端部を平坦に仕上げろもの、丸く仕上げろもの、そして28のようにややつまみ 1^へげるよう

な端部を持つものかある。 28、31、41は口縁部か肥厚しナテ謁整を行い、他のもりよりやや占い

様相を残す。 53~70は鉢の頸部付近である。調整は条痕文とナデであり、条痕の施文後にナデを

施すものもある。 67、68は按合部分より剥離し葵元[1縁状を岸する。 71~95(ま鉢の体部片である。

調整は条痕とナデであり、条痕の施文待にナテを施すものもある 0 61と64は内面にだけ条艇文が

残り、外叫は丁寧にナデ消す。

少数型式・土製品 (96~99)96、97は体部片である。楕円形の文様が確認でき、押型文上器と

考えろ 0 98は粘土帯を貼付けた体部であろ。粘土帯表面は刻日が施され、外面は条痕が残るつ形

態から見て轟式の屈疇に含まれる。 99は上製円盤てある。側認は研靡されるが、一部打ち欠いた

ような痕跡が残る。

底部(100~125)形態は100~114のように上げ底になるも 0)と、 115~1250)ように平）氏に

なるものがある。調整はナテ調整がt体であるが、 116では1若きが、 101では内面に条痕が残る。

-18-
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第l6図 グリッド調杏出上縄文上器実測図4(1/3) 

各遺構出土縄文土器（凶版19~23、第17~19凶）

SK06出土土器(]~10)1~4はI群上器の靡消縄文の鉢体部である。 1、3は2条の沈線と縄文、 2

はl条の沈線と縄又が確認できる C 3は他に比べ沈線は細い。 4は刻目と2条の沈線、縄よが確認て

きる。
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5~8はII群のi閣である。 5~7は口縁陥、 8は体部片である。日縁は全て深鉢と考えられ、 5、7は

ナデ、 6は外面に条痕が残り条痕後ナデ訓幣てある 3 8の体部片は条痕後ナテ調整を施し、やや屈曲

が強い。 9、10は平底0)底部片である。内外面ナデ調整であり、 9ぱ端部を欠失している。

SK08出上土器（］ ］～I 3) 11~13いずれもIII群士器の体部である。 11の外面のみ条痕が残り、条

痕後ナデ調整を施す。他は内外面ナデ調整である。

SK09出土土尉(14)14はII群土器の深鉢口縁部てある。沈線を巡らし、内外面犀ぎ凋撃を施す。

SKIO出十土器（15~20)15は[l群土器の口縁部である。 2条の沈線を巡らし、内外面ナデ調整

を施す:)16、17はIII1『(0土器の口縁てある。 16は外面に条痕、内面はナデ調整を施し、 17は内外面

ナテ調幣てある。 18、19はIII群土侶の体部片である。ともに外面ぱ条痕、内面はナデ調整を施す。

20はI群t器の体部片である。 1条の沈線と縄文が確認でさ、 1刈面はナテ調整を施す。

SK12出土土器 (21~24)21 • 22はI群土器の休部片である。 21は5条の沈線が確認でき沈紺

の間に縄文を施し、 22は1条の沈線とその下部に縄文が確認できる。 23・24はIII群土器の口綽であ

る。 23は内外面ナデ潤整を施し、［］縁端部はややつまみ上げる。

SK15出土上附 (25~43)25、26は l群土閣の体部片である。 1は刻日と3条の沈線、下部に縄

文が箭認でき、 26は4条の沈線と沈線の間に縄文を施す。 27~29はII群上器の口縁である。 27は

他のII附＿t阻口縁とやや形態が異なり、端部を丸く仕上げ、口縁端部は屈曲しない 28、29は口縁

か屈曲して立ち上がり、 28は2条(/)沈線、 29は上下に亥Il|]を施しその間に2条の沈綜を施す 30~ 

3げはIII群土器の口縁である。 30は口縁端部が1刈笥し、内外ナテ調整である。浅いホウル状の鉢に

なると考えられる。 31~33は深鉢口縁と考えられる。 31の11斎桑は細く、端部は丸く{|：上げる。 31

~33いずれも内外1Hiナテ凋整を施す。 34~36はIII群土器の頸部である。 34、35は内外面に浅い

条痕が確認でき、条痕後ナデ調整、 36は内外面ナデ調整を施す。 37~39はIll群土器の体部である。

39の内面のみ条痕後ナデ調整、外面はナデi),1,j繋を施し、他はナデ訓整である。 40~43は底部であ

る。全て内外訓ナデ調整を施す。 40は平底、 41~43は上げ底であり、 4げは端部を欠失する。

SX05出土土器 (63~69)44はIl群土器の口縁である。端部を欠失するが、屈曲する口縁靡いと沈

線が確認できる。内面はナテ調撃、外面はミカ｀キ調幣を施す0 45~47はm群十器の口綽てある。
45、47は内外ナデ調整、 46は内而に条脹を残し外面はナテ調整を施す。 45はやや肥厚し、古い様

相を持つ。 48~53はIII群上料の頸部であり、内外面ナテ凋整を施す。 54~64はm群口器の体部片
である内 550)内外面は条痕、 56、57、59は外面条痕後ナデ調整、 58は内面条狽、外面ナデ調整を

施す。 54の外面は粗いミガキ状の調整であるが、条痕後ナデ調整の可能性もある 3 他は内外面ナ

デ調整を施す。 65はII群土岱の可能性0)ある体部片である。外面にい厨なミガキ調整を施す。 66

はボウル状の鉢になると考えられる。内外而ナデ調叩、口縁端部は平たく仕上げる 0 67~69は底

部片である、 68は高台状を呈し、 I羨部内面には接合艇か残る。 67、69は平底の底部てある。すべ

て内外面ナデ閾整である。

SX07出土土器（70~79)70、71は l群土器の休部片てある。 70は1条の沈線とド孔fiO)縄文を

施す。 71はI群1．器に伴う時期と考えられる 11認である。内外ナテ調整を施し、 I-1縁端部に刺突

文を施す。 72~75はm群上困の「l縁である 72、74は内外ナデ調整を施し、端部は平坦に仕上げ
る。 73、75は1J、ll(liナデ調整、外面は条痕後ナテ凋撃を施す。 76~78はrn廿(|・累の体部である。 76、

77は内外面ナデ調整を廊す。 78は外血条痕後ナデ、内面はナデ調整を施す。 79は平底の底部片で
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第21図

あり、内外面ナデ調整を施す。

SXlO出t土尉（80) l［詳土沿の口縁部である。浅鉢と考えられ、今回の出土縄文土狙中最も新

しいものである。端部付近と頸部の屈叫部に沈線を施し、外面はミガキ、内面はナデ調整を施す。

SXll/l¥t土監 (81~85)8]はII群＿I閣の体部片である。 2条の沈線を施し、摩滅により確認で

きないが、胎土、焼成から I群土器の可能性もある 82はm群土器の口縁であり、内外面ナデ調整
を施す。 83~85は上底0)底部片である C 内外訓ナデ調幣を施し、83は按池部分、84は端部を一部

欠失する。

その他出上縄文上謁実測図2 (l/3) 

その他出上縄文土器（図版22~23、第20• 21図）

l群士堺(1、 2) 1、2は共に体部である。共に沈線と沈線の聞に縄文を施す。

3~6はII群土器の日縁である。 3は口縁部に1条の沈線を施す。 4は屈曲して立ちあがる口縁を

持ち、端部は平たく仕上げ、屈曲部と口縁部に1条ずつ沈線を施す。 3、4は内外面ナデ調整を施す。

5の口縁端部はやや内傾し、 1条の沈線を施す。浅い鉢になると考えられ、内面はナデ、外面はミガ

キ調整を施す。 6は端部を平たく仕上げ、 1条の沈線を施し、内外面ナテ調整を施す。

II群土閤 (7)7は体部片であり、 4条の沈線が確認できる。内外面ナデ調整を施す。

III群土益 (9~34)9~14は日綽、口縁から体部にかけてである。 8、9は口縁瑞部をやや屈曲さ

せる口緑である 0 8、9は外面は条痕後ナデ、内而はナデ調整である。 10は内外而ナデ調整であり、

8、9より浅い器）砂になると考えられる。 11~13は内外面ナデ調整を施す。 11、14はn縁瑞部を平
た＜仕上げ、 12、13は丸く仕上げる。 12は口縁にかけて先細りになる。 15~19は鉢頸部付近であ
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る。 15~17は外面条脹後ナテ、内血ナデ調整、 18、19は内外面ナデ調整を施す。 20~34は｛本部片

である。 20は外面ナデ、内面条痕後ナデ閏整を施す。 21~23、25、26は外面条痕後ナテ、内面ナ

デ調整を施す。 24は内外面とも条痕後ナデ調整を施す。 27~33は囚外血ナデ調整を施す。 34は

内外団ナデ調整を施すへ

底部片 (35~45)35~37、40~45は上げ底になり、 38、39は平底になる。全て内外面ナデ調

幣を施す。 45の底部外血には、 0.5cm前後の楕円形を呈する抑圧眼が確認できる。

石器（図版 24~26、第22~29図）

追構や包含層笥から出土している，剥片石器は、 SX09内の腰岳系黒飼イi使用の一群とSXl1を

中心とした姫島産黒耀石使用の一群とに大きく分れる。また、本来は周辺部の岩帯に含まれている

転礫の変成岩等を使用した石芹などかある。ここでは、器種ことに説明を打う。

石懐(1~19)包含屑や追構埋」．中より出土していろ。 1は平基で両基端が倅かに尖ろ。サヌカ

イト製の不定形剥片を素材とし、周縁調整する。 2~6は基端が尖る比較的細身の凹基鏃。 2は大き

＜扶りの人る凹拮で、側縁部を直綜的に仕上げる。左是端を欠損。 3は側綽から韮端部にかけて丸

みを持つ。丁寧な押圧剥離を施すが先端部を欠損。 4は扶りに丸みを持ち、直線的な側縁から丸く

内湾するように基端へ主る。剥片素材を］―寧な抑圧剥離で周縁調整する。 5・6は片而に大きく素材

面を残す()A'(製品であ巧う。 2~4・6は腰岳系黒闘石、 5は姫島産黒耀石を使用。 7~1]は長軸に対

し幅広の平面形態となる。 7は両晶端を欠損するか、残る先端部と凹基の挟り部分から、幅広で長

脚になると見られる。 8の押圧剥離は丁窮で、直線的な測縁から平坦で罰広の貼端へ令る。 9は幅

広の脚で某端は鋭く尖る。 10の直線的な側縁は基端部付近で僅かに丸みを持つ。 11は側縁から先

端部へ丸みを持って至り、尖らない。鯖端付近で側縁が屈曲する。 7は腰岳系黒雌石、 8• 9 • 11は

姫島南黒耀行、 10はサヌカイトを使用。 12はやや内笥して韮端部へ全る 13 • 14は直綜的な側縁

が下部で大きく屈曲し、韮端部へ丸みを持って内湾する。比較的粗い抑圧剥離を施す。どちらも姫

島趾黒耀伍を使用し 15~19は凹基で、直線的な側縁や僅かな韮端と挟りを持つ。 15は黒耀イ［製だ

が、他は姫島産黒耀伍を使用。 18• 19は未製品であろう。

楔形石器（20~25)20は両側縁から中心部へ対向剥離があり、横長剥片を横位に使川したこと

が判る。風化の進んだサヌカイト製。 21~23は姫島産黒耀石の小咆剥片を素材とする，う 21• 22は

剥片素材の両端に対向剥離がある。 23は側縁面に幅広剥片剥離面がある。 24は主要剥離面以前の

両柘剥離かあり、剥離した石核小LI付近で楔状に使用されたと考えられる。 25は厚手の剥片を使

用。剥片剥離を行った石核転用の可能性がある。姫島呼黒耀石使用c

スクレイパー (26~30)26は楔状に固定された交互剥帷による剥片の側縁部に刃部加丁＾している。

姫島産黒耀石を使用。 27は折断された剥片端部に刃部加工している。サヌカイト製。 28はサヌカ

イ］、製の輯広剥片の片面を面調整し、側縁部に刃部加l：しているし9 日鏃未製品の可能性もある。

29は胤屈広剥片の厚い打面部を中心に刃部加工している 0 30は厚手幅広剥片の側縁部に刃部加工し

ている。背面多）’j向の剥離面から求心状剥離の所産とみられ、玄武岩製。

二次加工剥片 (31~34)31は折断された腰岳系黒耀石の側縁部を加工しているつ 32は剥片打面

部付近を加工。 33は蛇紋岩製の幅広剥片端部を加工している。 34は側縁部に加工が見られるか風

化か斗淋材訓より祈しい（〕蛇紋岩製て剥離以前の研磨痕跡があり、石斧の一部と見られる一
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第22図 出土石器実測図1(2/3) 
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微細剥離を有する剥片 (35~44)35~40は腰岳系黒耀石。 35は単設打面石核より素材剥離した

剥片の側縁に微細剥離がある。 36は礫打面端部付近に微細剥離がある。 37の背面は階段状剥離が

認められる。 38は小口より剥離された厚手剥片の側縁部に微糾剥離かある。 39は剥片の側縁や背

面の稜に微細剥離がある。 40も38と同じく小口より素材剥片剥離を行っている。 41~44は姫島

産黒耀石製。 41は楔状に固定された石核より剥離された剥片で側縁部に微細剥離がある。 42• 43 

は素材瑞部に微訓剥離がある。 44は幅仏不定形剥片端部に微細剥離かある。

剥片・砕片 (45~73)45~52、54~64は腰岳系黒耀石を使用。 45~57は不定形の幅広剥片。

45 • 46は腰岳産と見られる角礫面を残している C 47は風化が進み下端に「樋状刺離」がある c 彫

器としご使用された可能性もある。 48は側面に角礫面を残す0 53は針尾淀姫系黒耀石製。 57は厚

手横長剥片で風化か進む。 58~64は縦長剥片。打面を明確に残すものはなく、多くは無調整の平

坦面を打面としている。 65~71は姫島産黒耀石製。幅広l旱手り剥片か多く、角礫あるいは楔状に

固定された石核より剥片剥離されている。 72は針尾淀姫系黒羅石製で素材背而と腹面の風化が異

なる。 73は幅広で剥片端部がヒンジーフラクチュアを起こしている。大きく湾曲する形態から面

調粋を行った伽l整剥片であろう。石斧製作に関る可泥性があるっ

石核（74~80)74は転礫面のある黒耀石で無調整の剥離面を打面として素材剥離を行っている。

75 • 76は、調整しない平端而より剥片剥離を行っている。不純物が多い。 77は分割礫の剥睫而を

打面に設定し、作業面を移動しながら小型の縦長剥片剥離を行っているかさらに、｝」面部も作業面

として設定され剥片剥離を行っている。結果、打面はフルーティング状の剥離面を残す。姫島産黒

耀石を徒用。 78は厚手の剥）］素材石核の腹面を打圃として、作業面を並行あるいは、 90度に移動

しながら剥片剥謡を行っている。 79は姫島産黒証石の平坦血小口より剥片剥離を紅っている。 80

は厚手の分割礫だが二次調整が無いことから石核ブランクと見られる。 74と同じ転礫の黒耀石。

石斧 (81~I05) 81~l O Iぱ磨製伍斧類である 0 81は胴部に平坦訓格を行い、偏平に仕上げる。

部分的に調整面を残すが］｀寧に研磨した両刃である。胴部中央付近で折れており、別地点出土の2

点が接合した。割れ面の観察から剥離面の稜に力が加わり、割れたことが判る。端部に「刃こぼれ」

も無いことから研磨作業中に折れた可能性が高い()蛇紋岩製。 82は刃部～胴部片。こ次加工は認

められず、破砕後に廃棄されたと見られる。 83は基部を大きく欠損する。刃部先端は交互剥離に

よって欠損している。側緑からの力が加わり折れており、斧本米の使用によるものではない。 84

は台石(119)周辺で出ナした。刃部から胴部を大きく欠担する。全而丁寧な研摩によって什上げ

られている。蛇紋岩製。 85は側縁から端部にかけて敲打痕が認められる。研磨面を切っており、

器体研磨後に敲イ［に転用されたと見られる。完成品を使用したのか、未製品の一部を使用したのか

は判らない。蛇紋岩製。 86も同様の資料。右側縁部に敲打痕があり、刃部を切っている。完成品

を使用したと見られる。蛇紋岩製。 87は84に近按して出土した。胴部には、成形剥雌面と研磨面

かあり、木製品であることが判る。ただし、研磨面は胴部が分割された割れ面に切られている。按

合できないが、節理、色調笠から84と同一母岩の可能性があろ。 88は表夷面に成形而と研磨而が

認められる。また開面には敲打痕が残る一刃部に｛史用による剥離は見られない。 89ぱ研磨l川の残

る剥片。一部二次加工がある。 90~98は未製品。 90は両面に平坦調整を行い成形している。製作

途中に廃棄されたと見られる。蛇紋岩製。 91は両而成形餃に船部からの縦方向(/)>J[11雌によって刃

部を作出しようとしている木製品。蛇紋岩製。 92は敲打によって成形している。垂直の割れによ
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第29図 出上五器実測図8(1/4) 

る基部側の欠損は敲打時によるものである。 93は、交互剥離による成形段階の資料。刃部は側面

成形後に下端より剥離し、作出しようとしている。 94は、裏面に自然血を残す。敲打による成形段

階の資料。蛇紋岩製。 95は刈部を敲打成形により一部作出している。蛇紋岩製。 96は裏血に一部

自然面を残す0 先端部と晶部を欠捐するが、割れ口はいずれも新しい。蛇紋岩製 97~99は自然

礫U)一部に敲打痕や剥離面が残る。 97の垂直の闘れ間は敲打によるものであろう, 1 00 • IO 1は石

芹製作途中で廃稟された未製品で、敲石に転用されている。どちらも敲伍として両端部を使用して

おり、側恥こは成形時の敲打痕が残る。 102~105は打製石斧でいずれも緑色片岩製。 102の側縁

は丁叡に調整され撥状を兄する。躾部を欠損。 103の右側基部付近には素材節理面が残る。 104は

刈丁の剥片に）閏縁闘整して仕上げるへ l05は刃邸からIJ尉部を欠損 裏面（こ素材面を残す。
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刷石・敲ii(106~111) 106は花岡岩製で表仰には平滑面が、側面全周や裏面中央には潰れが

誇められる。］07は花岡岩製で凧化が著しい 表面の一部に半沿面が残る。 108は磨石端部片で、

全面に平滑面がある。 109は礫岩製だか風化が著しく平滑面は残っていない。ただし、端部の潰れ

や訓的に使用した平坦面を残すことから、磨石として使用されたことか判る。 110は球形の磨石で

下端面に平渭面がある。安山岩製。 111は楕円状の花岡岩礫で鵡陥に瑣れかある。石器製作等、敲

石として使用された可能性がある。

孤石(112~118) ここでは、日［能性あるものも含めて提示する。 116は花岡岩観片の一面に砥

訓と見られる平滑面がある。 117は花岡閃綽岩製の多面体踪だが、一面稜が潰れた平滑面がある

118は表裏面が並行する角礫状の伍個岩で破砕している。表裏に他の面より尉苫な平滑面かある。

台石的 (119・120) 119はSX07中央付近より出卜し次:。付近で並んで出土した石斧と共に而的

に据わった状態であった。花岡岩の偏平牒を使用していろ＾平滑面は長裏に認められ、幾つかの溝

状の窪みが観寮できる。かなり硬質なものを対象として使用されたと考えられる。また平滑血端部

は、いずれも剥浴せず、丸みを打っている。周問から未製品の石斧が出土しており、石斧用砥石0)

可能性もあろう。 120は偏平な花悩胄礫を使用している。中央部を斜めに縦断する窪みがある。風

化が著しく腹跡を探すのは困難だが、僅かに平沿面がある。伍皿として使用されたのかもしれない。

3. その他の遺構と遺物

(I)掘立柱建物

S801 （第30［叉］）
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w．おわりに

(1) 遺構

検出遺構において土器の出上か確認できたのは、土坑SK06、08、09、10、12、15、集石s
X05、07、包含層SX 10、溝状遺構SX 11である。ほとんどが l群と II群十器が混在した状況で

あり、時期決定ぱ困難である。ただし、 SK09ではア万田式と考えられる深鉢が、 SXlOでは広田

式と考えられる浅鉢の口縁が鉗体て出土しており、後閏後半～晩期初頃の時期が考えられる。

縄文時代後期の区含屑下位より検出した SXOl、02では逍物は検出できていない。そのため正

確に後期以前になるかは判断できない。

S X09では、周辺のグリッド調査で抑型文土器と考えられる細片が出上しており、早期に属する

可能性がある。詳しくは後述するが、出上石器群からみても、後・晩期以前に位囮づけられる。

（井上）

(2) 出土縄文土器について

大きく二つのクループに分かれる D I群は後期中煩の磨消縄文系の［器群、 II群は後期から晩期

初頭にかけての沈線を文様の3て什体とする土器群てある。そして形態、特徴から両群に伴うナデ調整、

条痕文を主体とする鉢類がIII群となる。

3群とも時期幅が考えられる。 I群は鐘崎式から北久根山式もしくはそれ以後の西平式に併行す

ると考えられ、後期中頃を中心とした時期、 II群は二万田式を中心とし、広田式までの後期後半か

ら晩期初頭の時期である。

底部は上底と平底の2種類に分類できる。後期～晩期にかけての底部形態であると考えられるが、

体部まで残るものはなく型式は不明である。特徴的なものは、第19図の68のように極端な上底で

円篇形の高台状を閲すものである。端部を欠失するか第16図の］04も同様の形態になる。このよ

うな形態を持つ十器群の類例は確認てきていないし）

当追跡の出土土器は後期後半～晩期初頭のものが主体を占める。その中に数点であるが、後～晩

期の土堺に混じり押型文土器と轟式土器か出—Iしした。押型文土器については器臀が薄く、原体が細

かい。押型文上四の中でも古い様相を持つ。轟式は貼り付けた粘＿十需に刻み目を施し、外面は条痕

文を施す。轟D式であろう。（井t)

(3) 出土石器について

今回の調査ては、縄文時代の遺物1e:L含層より多量の伍器群が出上した。これらは、大さく縄文時

代早期、後・晩期に位置づけられる。ただし、前者については、直接時期認定のできる上堺の共伴

は無い。出上層杓や、石材、周辺部より押型文十器が出土することからこの時期に比定されよう。

縄文早期石沿群は、 SX09厨辺部までまとまって出上している。調査時に注意されたように、包

合］曽上下より万迦なく遺物が出上するレンズ状の址偵状況から、一｛欠的に移動し、風倒木痕内に残

された資料と考えられる。出上石器群は、西北九朴I産黒耀石を主体とする剥片石器群が中心である。

ただし、石鏃、石匙等、定形石器は出士していない。技術括盤として、横長剥片剥離技術（第23図

45~51)、縦に剥片剥離技術（第24図59~62)等がある。前者は、角礫状の石粒で無凋整の平坦
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打而より剥片剥離し、 90度の打面転移を行う特徴がある。径者は、ある程度固定された打而より縦

長剥片を連続的に剥離するりただし、 61• 62の剥片背面に見られるように、幅広剥片剥離後に90

度打面転移を行い、縦長剥片剥離することから両技術は不可分の関係にあると言える。

縄文後・晩期石器群は、溝状追構SX 10を中心とする包含層より多量に出土している。ブロック

内での共fl'•関係を追認できていないが、概ね三万川式、広田式が巾心となる時期と考えられる。石

器組成として、仕叢、石斧、模形行器、暦石・敲fi、スクレイパー、台石、「砥石」、二次加l：剥片、

石核等がある。剥片石器群は、姫島庄黒耀石でほば古められ、僅かに腰岳系県前石やサヌカイトが

認められる。技術拮盤として、横長剥）＼剥離技術や両極剥離技術がある。前者は姫島産黒耀石の節

理に沿って割れた平坦面を打圃として幅広剥片剥雌を行っている。後者は、石核ブランクの下端部

を台石等に固定し、剥片剥離することから、結果的に両極剥離となる。楔形石閤製作技術もこのよ

うな技術的流れの中で刑解される。

本遺跡では、晩期以降、多量に認められる打製石斧の出上は僅かであり、磨製石斧が中心となる。

この摩製石斧類には、折損吊（第25図81~84)や転用品（第25図85• 86)、未製品（第25図87、

第26図90~99)等がある。製品として遺跡内に残されているのは1、1ば（第35図88)で、直按石斧

として使用・追棄されたと考えられる資料も僅か2点 (82• 83)である。このような状況から、本

遺跡ては、石斧の消費よりも製作に比重が置かれていることが判る。このことは、 SX07に見られ

たように、砥石と考えられる台石（第29図、 119) と周辺に未製品がまとまって出土していること

からも追認うれよう。ただし、ほぼ完堀したグリット内からは、直接石斧製作に関わろ分割剥片や

調整剥片はほとんど出土していない。このような状況を整理すれば、成形加工以後、石斧の研磨等、

製作の後半段階が遺跡内で行われたと考えられる。さらに、これら石斧の石材は、蛇紋岩、緑色片

岩等の変成岩で占められる。いわゆる田川変成岩類に含まれ、岩帯の中心は、本遺跡より東の金辺

川L流となる。隣桜する長油］1|内て直按製作に耐えうる仁村が確保できない場合、金辺川あるいは

彦山川流域内て採収された河川礫が石材として使川された可能性が高い。この点については、ここ

で看及することはできなかったか、今後周辺部の調査成果を含めて再度検討する必要がある。

（杉原）

(4) まとめ

今回の調査では後期中町、後期後半から晩期初頭の土器群がまとまって出士し、石器製作の痕跡

も確認できた。明確な住居は確認できなかったが、遺物の量等から批測すると付近に存任すると考

えられ、周辺の調査が進めば祈たな胄料の期加が期待できる。（井上）
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表1 グリット調査出土遺物一覧表
I遺物番号・--]厨璽 石質 重（g)~ 備~”考 出土地区出土直構 挿図薔亘― 遺物番号 器種 石質 重(g) 備考 出土地区 出十過構 挿凹番号

1 土器 10 二器 K20 S30 84-3 礫 Gr 55 M18 S30 

2 工•窃Cロ K20 S30 85 次加工剥片 Ohb 08 M18 S30 

3 刊片砕片 Ohb K20 S30 86 上器 K20 S30 

4 土器 Ob Kc'l S30 
1 . 5 土器 k?O S30 
I .~. a 」ヽ

楔形石器 Ob-1 

三 11 .. -KK2?n 0 
S30 22-24 

し＇ 997 

土器 S30 14-41 

--9I 一、一 KI(ヽ2}一0 () 
S30 

8 七器 S30 

9 □87 : 土器 -「＇言に言20、一
S30 

土器
・--------

S30 

士器 ,20 S30 
9() 土器 I ?O I S30 15-89 

! ←i -_ _g9-2 『- 土器 L20 S30 

十翌 L20 S30 ， 土器 K20 S30 93 土器 M20 S30 

K20 S30 94 土器 M20 S30 

K20 S30 95-1 土器 M20 S30 

K20 S30 95-2 土器 M20 S30 

14 礫 Sch-1 36 L20 S30 95-3 礫 'Gr 45 M20 S30 

15 土器 し20 S30 14-59, 96 土器 M20 S30 
•~ 

1 (i 土器 L20 S30 
I 

I [ 1 l]s (2 1 

礫 〇「
---,•―ャー

38 
l?~ ^  O ~ ~ 

S30 

土器 _20 S30 

礫 Gr 11 2 I?() S30 

H": 
礫 Gr 17 8 M20 S30 

土器
1二M2?0() 

S30 16-93 I 

99 土器 I S30 
「― 1-CO 土器

＇ 
V20 S30 

19 ー芸 L20 S30 101 土器 M20 S30 

20 土器 L20 S30, 102 土器 M20 S30 

21-1 土器 L20 S30 103 土器 f M20 S30 

21-2 硲＂パ Qua 30 L20 S30 104 礫 Ba 4 し8^ l M20 S30 

しI 2 ? 2-1 :I一器 L20 S30 

2-2 礫 Gr 97 
L1220 0 

S30 

23 土器 S30 16-9i 

2乙 士器 L20 S30 

105-1 十器 ， M20 S30 

「”IC1̀  G-2 
礫 Gr 05 • M20 • • S30 
士器 ~ -~lN.v1.?2.. O 0 S30 

107 土器 S30 

I 
,L,仁~ 土器 L20 S30 

?6 土器
~ ←r← L20 [ S30 

108 土器 fJ?n I S30 
'",-09 スクレイパー 炉~文~~ 岩 60 6 ,¥2D S30 

27 t器 L20 S30 13-13 110 土器 N20 S30 

28 土器 L20 S30 13~4 111-1 ＋芸 N20 S30 

29 一翠 L20 S30 15-81 111-2 剥片砕片 Sn 0 1 N20 S30 

30 土器 L20 
SS330 0 

31 1器 L20 | 14-37 
112 礫 Gr 22 0 N20 S30 

113 土器 N20 S30 

32 土器 L20 S30 

33 土器 ロニS30 
二

土器 S30 

士器
~ー＾～・＂一 I S30 14-56 

土器
---

L20 S30 

土器 L20 S30 

土器 L20 S30 

11•'. 土器
--NK2?0 O 

S30 

i 15 徴細剥離 Ob I -~ 03 S30 

11116 7 
土器 I こ 118 S30 

',lhb 
~ ~ 

石核 11 9 1,118 S30 24-77 

118 土器 一~ ~^ 1 -一・
M18 S30 

119 土菩 lv118 S30 
.. 

120 土器 M18 S30 13-7 
,… 

39 土器 M20 S30 121 剥片砕片 Ohb 05 M18 S30 

40 石斧未店品 Sch-2 281 8 末製品 M20 S30, 25-88 122 土器 M18 S30 

41 涙 Gr 25 M20 S30 123 土器 M18 S30 

42 上器
．． 

M20 S30 

l4443 -1 
土器 似20 S30 

剥片砕片 し氾-I I - 1 7 -M20 S30 

; 口! 444 4-と2 剥片砕片 011b I 24 
MM220 () 

S30 

微細剥離 Sn I 2 S30 

i:器 M20 S30 

1 ?A 剥片砕片 Cr 08 •MM118 8 ... S30 

，I I ー ••1~1• ー2り・5← -/̀ 2 1 ~一 剥片砕片 Ob“ 22 切断 S30 24-64 

剥片砕片
0(J1h 1b ~ t~ ) 

05 
”"上:どM1l88 

S30 

! 125-3 剥片砕片 02 S30 

125-,1 礫 Qua 07 
l¥1c'118 合

S30 

125 士器 S30 

45 剥片砕片 Ob-1 〇"! N20 S30 127-1 1敗細剥離 Ob-1 I 3 M18 S30 

46 土器 N20 S30 

47 土器 N20 S30 

127-2 判片砕片 Ohb 03 M18 
SS330 0 

127-3 剥片 Ohb 02 M18 

48 土器 N20 S30 128 石核フフンク Ob-1 13 2 M18 S30 24-80 

49 土器 N20 S30 

．. ・55ら00--1 ＂2 一-1 ~、 土器 N19 I S30 
礫 5しー「1-I 04 1119 S30 

土器
．~ー

! 1N1210 9 、 S30 14-4-1 ---I , 

I」ロ 土器 S30 

礫 Gr 1 7 ¥19 S30 

129 石鏃未成品 竺•―Dh―b ―．•-··」•^-I—-- 03 

M18 S30 22・・6 

+̂  : ] ] 
剥片砕片 06 M1h S30 

土器
N¥9i1 8 8 

S30 

I三：
土器 S30 

土器 -N'8 ― S30 14-63 

1 34 礫 QLCa 56 N18 S30 

53 伍斧 Ser-1 102 3 352と接合 M19 S30 25-81 135 ＋芸 N18 S30 

54 ＋器 M19 S30 136 l弓111.,.,迦ピ Ohb 0 I N18 S30 

55 土器 M19 S30 137 礫 Qua 3 2 N19 s30 

56 税祁茶Ill弐9l謡 Ob-1 32 M19 S30 23-40― 138 剥片砕片 Ob-1 0.3 019 S30 

57 ＋翠 L19 S30 139 剥片砕片 Ohb 〇.3 K17 S30 
：ら8 士器

＇ 

C L 119 9 
S30 14-4'J 

o9 土器 S30 

： ←竺ここ
土器 L 19 S30 13-12 

土器 •-•三＾＾ L 19 S30 

礫 Gr I 3 
i LL; 19 g 

S30 

61 I土器 ！ S30 

I 「,"— ~1A 4, 4 0 1 
剥片砕片 Ob-1 03 k1 [ S30 i 

剥片砕片 Oh:J 02 三： S30 

しi］1竺43 
剰片砕片 Ohh 0 1 S30 

剥片砕片 いhb 02 一一~KKl1 7 7 ． • I S30 
144 剥片砕片 ()llb 02 S30 

14b 剥片砕片 Ohb 02 K17 S30 

」日」言 M19 S30 

M19 S30 

146 微細到離 Ohb 54 K17 S30 23-43 

147 ＂七器 K16 S30 13-26 

62-3'礫 G「 M19 S30 148 剥片砕片 Ohb 09 K16 S30 24-71 

ら3 土器 ーヒ~＾ L 19 S30 

64 一十器 K19 S30 

149 土器
Mlv11 "16 6 

S30 13-2? 

150 礫 San ~ヽ 27 3 硬窮 S30 

65 土器
~ ~ ~ ~ ~ 

K19 S30 

66 次加1剥片 Ohb 1.0 K19 S30 

151 士器 M16 
SS330 0 
, -1-3-9 

152 士器 M16 

67 楔形石器比片 Ohb 0.7 K19 S30 153 I土器
~ヨ｀，

M16 S30 

68 ＋翠 K19 S30 154 ,士器 M16 S30 i 15-75 
69 土器 K19 S30 

70 剥片砕片 Ob-1 01 へ19 S30 ： 

—三
土器 Kl 9 S30 

I 剥片砕片 SI9 50 L20 S30 

□: 剥片砕片 (¥l l戸t 22 2 10n S30 -| 
剥片砕片 Qu& 13 9 L20 S30 

I | 1 155ら51 
微細剥離 Ohb 05 M16 S30 

剥片砕片 Se:--2 94 

: 
M::4 : 1 : 6 i : S30 4＇』「し̂］一乙- 剥片砕片 San 38 S30 

□麟 剥片砕片 Ob-i 0 1 S30 I 

剥片砕片 I Ch I 04 ¥}16 1 S30 

1 59 剥片砕片 I Ol1b 0 1 ~M16 ． S30 

73 土翌 K19 S30 160 一次加工剥片 I Ohb 2 1 M16 S30 

74 土器 K19 S30 161 子ll已 Ohb I 0 N16 S30 

75 土器 K19 S30 162 剥片・砕は Ohb 0 I N16 S30 

76 土器 K19 S30 163 剖片砕片 Ohb 0 / K20 S30 

^ ̀"~ -~ 77 土跨 K19 S30 

氾 土器 Kl 9 S30 

79 土器 , K19 S30 

g" 、 土器
1i ・ニk11 8-8 S30 ' 

ll1 土器 、 •S30 16-1 竺-」| i ' 
82 剥片砕片 u111, 03 L 18 寸 S30 
83 判片砕片 Sn 04 M18 S30 

84-1 上器 M18 S30 i 

| ’I1'664 ら~ 礫 Qua 5 2 L20 S30 

石鏃未成品 '11ヽh 02 
I ~ MM 2 m C) S30 22-19 

! 口166／ 剥片砕片 'Oh1l 0 I S30 

スクレイパー Sr 02 J 19 S30 

微細剥離 Oht] 04 □長 S30 

I ---11-679 -0 
剥片砕片 :9「 02 S30 
弓II 共•砕片 Ohb 02 K19 

SS330 0 
171 ＋芸 K19 

84-2 土器 M18 S30 172 上器 i K19 S30 
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造物番号 器種 石質 重(g) 備考 出土地区 出土造構 挿図番号 遺物番号 器種 石質 重(g) 備考 出土地区 出土遺構 挿図番号

173 礫 Qua 6 1 K19 S30 267 土器 L20 S30 

174 礫 Qua 08 K19 S30 268 土器 L20 S30 

175 土器 K19 S30 269 礫 G「 12 9 L20 S30 

176 剥片砕片 Ohb 0 1 石鏃調整 K19 S30 270 土器 L20 S30 

177 剥片砕片 Ohb 0 I 石鐙調整 L 17 S30 271 土器 L20 S30 

178 微細剥離 Ob-1 05 し19 S30 272 土器 し20 S30 

179 剥片砕片 Ohb 02 L 19 S30 273 土器 L20 S30 

180 剥片砕片 Ohb 0 1 し19 S30 274 土器 し20 S30 

181 微細剥離 Ob-1 02 L 19 S30 275 土器 L20 S30 

182 剥片砕片 Ohb 2 2 楔形石器製作 L19 S30 276 土器 L20 S30 

183 剥片砕片 Ob-1 0 1 L19 S30 277 土器 L20 S30 

184-1 剥片砕片 Ob-1 02 M19 S30 278 土器 M20 S30 

184-2 剥片砕片 Sn 0 1 M19 S30 279 土器 M20 S30 

185 礫 Qua 09 M19 S30 280 楔形石器 Ohb I 8 M20 S30 22-12 

186 剥片砕片 Qua 1 7 M19 S30 22-5 281 剥片砕片 Qua 1 2 M20 S30 

187 石鏃未成品 Ohb 0 7 M19 S30 282 礫 Gr 23 M20 S30 

188 剥片砕片 Ohb 0 I M19 S30 283 土器 M20 S30 14-61 

189 剥片砕片 Ohb 0 7 M19 S30 284 士器 M20 S30 16-102 

190 剥片砕片 Ohb 0 1 」18 S30 285 土器 M20 S30 

191 剥片砕片 Sn 02 」18 S30 286 礫 Qua 11 M20 S30 

192-1 剥片砕片 Ohb 05 」18 S30 287 礫 An 88 王状に加工 M20 S30 

192-2 微細剥離 Ohb 06 」18 S30 288-1 土器 M20 S30 15-88 

193 礫 San 1 0 硬質 J18 S30 288-2 土器 M20 S30 14~53 
194 剥片砕片 Ohb 02 」18 S30 289 土器 M20 S30 

195-1 剥片砕片 Ohb 04 K18 S30 290 剥片砕片 Qua I 2 N20 S30 

195-2 剥片砕片 Ohb 03 K18 S30 291 礫 Gr 16 1 」20 S30 

196 剥片砕片 Ob-I 0 1 K18 S30 292 礫 堆栖岩系 735 0 293と接合 」20 S30 

197 剥片砕片 Ob-I 0 1 L18 S23 293 礫 堆積岩系 1200 0 J20 S30 

198 剥片砕片 Ohb 0 I M18 S30 294 砥石 Gr 81 6 J20 S30 

799 剥片砕片 Ob-1 0 I M18 S30 295 礫 Gr 51 6 」20 S30 

200 剥片砕片 Ob~1 0 I 石鏃調整？ MIS S30 296 土器 J20 S30 

201 剥片砕片 Ohb 04 」17 S30 297 礫 Gr 57 6 」20 S30 

202 剥片砕片 Ob-I 02 J17 S30 298 礫 Ser-2 1800 0 」20 S30 

203 土器 J17 S30 14~57 299 礫 Gr 256 4 」20 S30 

204 楔形石器 Ohb 1 6 し17 S30 22~22 300 礫 G「 364 0 」20 S30 

205 剥片砕片 Ohb 02 L 17 S30 301 礫 Gr 23 7 J20 S30 

206 土器 LI 7 S30 13-5 302 礫 堆柏岩系 35 8 J20 S30 

207 土器 L 17 S30 303 礫 G「 36 6 J20 S30 

208 剥片砕片 Ob-1 0 1 L 17 S30 304 礫 Qua 50 5 」20 S30 

209 剥片砕片 Ohb 0 1 L17 S30 305 敲石 G「 71 0 」20 S30 

210 剥片砕片 Ob-I 0 I L 17 S30 306 砥石 Gr 309 0 J20 S30 

211 剥片砕片 Sn 0 1 L 17 S30 307 礫 Gr 35 5 」20 S30 

212 土器 L 17 S30 308 土器 J20 S30 

213 土器 L 17 S30 309 礫 Sch-1 174 3 」20 S30 

214 ＿次加工剥片 Ohb 04 L17 S30 310 礫 San 382 0 K20 S30 

215 剥片砕片 Ohb 0 1 L17 S30 311 礫 Ser-2 1000 0 K20 S30 

216 土器 L17 S30 312 礫 Sch-1 1000 0 K20 S30 

217 石核未成品 Ohb 04 し17 S30 22-18 313 礫 G「 43 8 K20 S30 

218 土器 M17 S30 314 礫 Gr 218 9 K20 S30 

219 剥片砕片 Ob-1 04 M17 S30 37 5 礫 Se「-1 79 5 K20 S30 

220 土器 M17 S30 316 土器 J20 S30 

221 礫 Qua 0 I M17 S30 317 礫 Gr I 08 9 K20 S30 

222 礫 Qua 06 M17 S30 318 礫 堆禎岩系 34 1 K20 S30 

223 剥片砕片 Ob-I 0 I M17 S30 319 礫 San 29 2 K20 S30 

224 礫 Qua 04 M17 S30 320 礫 Qua 69 K20 S30 

225 剥片砕片 Ob-I 38 M17 S30 23-47 321 礫 Gr 383 0 K20 S30 

226 剥片砕片 Ohb 04 L 17 S30 322 土器 K20 S30 

227 剥片砕片 Ohb 0 1 L 16 SI 6 323 礫 G「 258 0 K20 S30 

228 剥片砕片 Sn 10 L 16 S76 363 礫 Ser-2 51 4 N19 S30 

229 剥片砕片 Ohb 05 L16 SI 6 364 礫 Ser-2 62 6 N19 S30 

230 剥片砕片 Ob-I 0 1 L16 SI 6 324 土器 K20 S30 

231 礫 Sn 30 L 16 Sl6 325 礫 Qua 17 1 K20 S30 

232 剥片砕片 Ohb 0 I L 76 S16 326 礫 San 55 8 K20 S30 

233 剥片砕片 Ohb 08 L 16 S16 327 礫 Gr 90 8 K20 S30 

234 剥片砕片 Ohb 0 1 L 15 S16 328 礫 堆栖岩系 17 9 K20 S30 

235 徴細剥離 Ob-I 44 N16 S30 23-38 329 礫 Sch-I 252 8 L20 S30 

236 剥片砕片 Ohb 04 016 S30 330 打製石斧 Sch-1 414 L20 S30 15-105 

237 剥片砕片 Ob-I (O 1) M17 S30 331 礫 Se「-2 1200 0 L20 S30 

238-1 土器 M17 S30 16-111 332 礫 Gr 57 1 被熱？ L20 S30 
238-2 土器 M17 S30 16-118 333 礫 Gr 37 1 被熱？ L20 S30 

239 剥片砕片 Ohb 0 I 」20 S30 334 磨石敲石 Con 582 0 L20 S30 28-109 

240 剥片砕片 Ob-I 0 2 」20 S30 335 土器 し20 S30 

241 土器 」20 S30 15-69 336 剥片砕片 Ohb 1 5 楔形石器から L20 S30 24-66 

242 土器 」20 S30 16-112 337 土器 L20 S30 

243 土器 J20 S30 338 土器 L20 S30 14-3 

244 土器 」20 S30 339 礫 G「 44 0 被熱？ L20 S30 

245 土器 J20 S30 340 土器 L20 S30 

246 土器 」20 S30 13-19 341 礫 G「 170 4 L20 S30 

247 土器 J20 S30 342 剥片砕片 Sch-1 24 7 L20 S30 

248 土器 」20 S30 15-87 343 礫 G「 I 04 7 し20 S30 

249 土器 J20 S30 344 礫 San 600 0 硬質 L20 S30 

250 土器 」20 S30 345 土器 し20 S30 14-50 

251 楔形石器 Ohb 33 J20 S30 22-23 346 礫 San 423 0 硬質 L20 S30 

252 剥片 Ohb 22 J20 S30 24-69 347 二次加工剥片 Ser-2 53 L20 S30 22-34 

253 土器 J20 S30 348 砥石 G「 1800 0 L20 S30 28-118 

254-1 土器 」20 S30 15-91 349 礫 堆積岩系 319 0 L20 S30 
254-2 土器 J20 S30 15-84 350 土器 L20 S30 

255 土器 」20 S30 351 礫 Se「-1 70 0 M20 S30 

256 土器 」20 S30 352 石斧 Se「-2 79 4 53と接合 M20 S30 25-81 

257 剥片砕片 Qua 05 J20 S30 353 礫 San 109 1 M20 S30 
258 微細剥離 Ohb 05 J20 S30 354 剥片砕片 Ohb 0 1,0 3 2点 M20 S30 

259 礫 Qua 05 J20 S30 355 土器 」20 S30 14-60 

260 土器 J20 S30 356 土器 」20 S30 13-19 

261 土器 」20 S30 357 土器 L20 S30 
262 礫 Gr 56 J20 S30 358 礫 G「 50 6 N19 S30 

263 剥片砕片 Ob~1 10 風化進む 」20 S30 359 礫 Gr 48 8 N19 S30 

264 土器 K20 S30 360 土器 N19 S30 

265 土器 K20 S30 361 礫 堆積岩系 50 N19 S30 

266 士器 K20 S30 362 土器 N19 S30 
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遵物番号 器種 石質 lii(g) 偲芸 出士地区出土遺構挿団番号

3ら3 礫 Ser-2 51 4 ¥19 S30 
弓 祠 翠琲 l 白質 重(g) 偏号 出士柚F 出士遵構 袖囚産号

片砕}=j- _j . Se「-2 460 0 M I g S30 
364 礫 Ser-2 62 6 fl 19 S30 

365 礫 堆積岩系 48.2 1119 S30 
44660: 昂砕~1 片砕片 Ohb 05 1;119 S30 

San 56 8 硬質 ＼汎19 S30 

356 礫 Qua 50 4 N 19 S30 

｀ 石斧未製品 Ser-2 487 0 N 19 S30 26-94 

十器 NI ̀  9 9 i I l S S 30 
礫 Ser-2 2 2 NI 30 

44662 3 
な序 Ser-2 327 8 籾19 S30 

碍 G「 40 5 M!9'S30 

464 十翠 M19 S30 16-101 

465 土器 M19 S30 

I 「370一^．＿ 礫礫 堆積岩系 544 被熱？ N19 1 S30 
i.G「 2953 N19 S30 

372 土器 N19 • S30 

4 4 66 剥片砕片 Sch-1 16 0 M19 S30 

67 土器 M19 S30 

468 剥片砕片 San 17 5 硬質 M19 S30 

373-1 十翠 N19 S30 469 礫 San 60 9 硬黄 M19 S30 

373-2 西 Gr 4 9 被熱？ Ni 9 S30 

374 礫 Seil-I 142 5 M19 S30. 

470 士器 M19 S30 
i 471-i 寸 M19 S30 

375 土器 M19 S30 • 471-2 十器 M19 S30 

376 土器 M19 S30 472 礫 Sch-1 43 7 欠損 M19 S30 1 

377 剥片砕片 Ohb 2.0 ! M19 S30 0173 剥片砕片 Ba 52 0 M19 S30 
--

378 J•器 M19 S30 474 礫 Se「2 46 2 M19 S30 ： 礫 Gr 69 4 I M19 S30 
士器 M19 S30 

381 土器 M19 S30 

75 礫 Ser-2 77 4 M19 S30 

L76 礫 San 604 8 硬質 M19 S30 

477 土器 M19 S30 
382 礫 Ser-2 813 M19 S30 一／~ 478 土器 M19 S30 13-34 

383 土器 M19 S30 479 礫 San 547.8 硬酋 M19 S30 
384 石斧未製品 Ser-I 2946 M19 S30 2o-95 

「百85 礫 堆禎岩系 819 L19 S30 

480 礫 堆栢岩平 117 0 M19 S30 

481 礫 べpr-? 26 1 M19 S30 

I 386 1諜 堆積岩系 1075 L19 S30 482 士器 M19 S30 □犀 礫 堆積岩系 4488 L79 S30 
十器 L-9 S30 

389 I涅 堆積岩系 273 8 L 19 S30 

483 土器 M19 S30 

484 土器 M19 S30 

485 土器 M19 S30 

し予片［平'Ohb O I LI 9,  S30 486 土器 M19 S30 16-121 

391 I器 L19'S30 487 剥片砕片 Ohb 08 M19 S30 
392 !十芸 LI 9 S30 488 土器 M19 S30 

393 土器 ， L 19 S30 489 礫 こan 23 3 硬質 M19 S30 

384-1 剥片砕片 Ohb 0.5 仁羨聟翌 L 19 S30 

394-2 土器 L 19 530 

395 礫 San 79 6 c 19 S30 ］ 
寸 M19 S30 

礫 S四7 270 0 プランク？硬質 M19 S30 
I芸 1;119 S30 16-119 

396 礫 Ser-2 3M  ii L 19 S30 
397 剥片砕le”- Ohb 0. 1 L 19 S30 ←44994 3 礫 Gr 171 4 M19 S30 

石斧未製品 Se「-2 338 8 敲石転用 N19 S30 25-86 

398 I礫 San lo.O L19 S30 /,95 剥片•砕片 Ohb 06 M19 S30 
399 I 弓llf¼ .r,;,ee Ohb CJ2 L19 S30 496 土器 L 19 S30 

400 判片砕片 Ohb 1 o L19 S30 497 土器 L19 S30 

401 礫 Se「-2 319 0 し19 S3[) 498 剥片砕片 Ohb 1 3 K19 S30 ••... 
402 剥片砕片 Ohh O 3 し19 S30 , 499 上器 」19 S30 

403 土器 L18 S30 500 土器 J19 S30 

L．←竺4 土器 し18 ¥{(I  

405 土器 L18 ~ふ

501 礫
Gi但「召岸弄

45 J19 ! S30 ~^ 

I 502 渓 11 5 」19 I S30 

406 礫 l屯栢宕糸 15 3 L 19 S30 503 '土器
一一

」19 S30 
407 剥片・砕片 （)hh O 7 L 19 S30 r 504 礫 1 San 5ら 硬質 」19 S30 

408 礫 Se「-2 I 2 L19 S30 505 土器 J19 S30 

← 44 01 90 礫礫←ヘ SS ea n r -2 11 02 48 .4 9 LL 11 9 9 SS 33 0 0 
し!507 ． 

土跨 」19 S30 15-78 

礫 G「 50 1 」19 I ‘̀ S30 

/, 11 礫 G「 105.0 L 19 S30 508 i浬 Sa「 42 7 硬質 |」 9 "' 
441-,13 石核 Ob-1 6 4 L 19 S30 24-7 4 
礫 IGr 954 し19 S3万―•-「

,114 礫 !Sci□ 628 L 19 S30 

415 礫 Se「•2 271 2 L 19 S30 

4 1 6 礫 堆栢岩系 39 5 i_ I 9 S30 

□5°19じ 十1器器 」19 S30 

i 、119 S攻0

三：
土器 J19 S30 

ー礫ナ・、.翠 • 
釘~~ 百岩系 135 6 J19 3̀0 

5 1 3 J19 '"' 
417 土器 し19 S30 51,1 土器 J1 9 ベ'A(

4-18 礫 堆積岩系 240 • - Li9 S30 515 土器 J19 S30 

419 硯 Ser-2 52 7 被熱？ K1り S30 516 石鏃 Ohb 03 欠損 J19 S30 22-9 

420 土器 L19 S30 517 土器 J19 S30 

421 土器 K19 S31l 518 礫 San 101 し．~｝J ＇ 硬質 J19 S30 

422 土器 K19 S30 519 土器 Jl9 S30 

423 剥片砕片 S11 1 0 K19 S幻 520 礫 San 印」8 硬質 J19 S30 

424 土器 K19 S30 521 円礫 Gr i4 3 J19 S30 
425 土器 K19 S30 522 礫 San 122.1 硬質 」19 S30 

426 礫 G「 25 K19 SJO 523 土器 」19 S30 16-116 

427 礫 Gr IO 2 Kl 9 S30 
428 ＋ 器-~ Kl 9 S30 

日24 土器 」19 S30 
I 

525 土器 J19 S30 

429 土器 K19 S30 13-21 !,26 土器 」19 S30 
430 礫 San 140りり 硬質 Kl 9 S30 

431 土器 Kl 9 S30 

LC? 土器 ド19 S30 

5 勺27 土器 J19 S30 i 

28 礫 G「 20.0 破熱？ ~. J」1199 S30 
529 見片・砕片 Ohb 23 S30 

4~ ]•-3- 土器 氏19 S30 530 訂旦砕•亡 Ohb 25 」9 S30 24-67, 

434 七器 K19 S30 531 剥片砕｝", Ohb 02 J19 S30 

435 砥石 ら「c:-J 2000 0 K19 S30 28-116 532 剥片砕片 Ohb ~ •二ニ上 J79 S30 

436 礫 G「 160 K19 S:JO 533 土器 J19 S30 

437 土器 K19 a謬
438 土器 K19 、SI 55334 5 

土器 」19 S30 i 

涙 心ユ9-?・・-・ 99.6 ．．．・ J19 S30 

439 剥片 Ser-2 163 K19 S30 536 礫 ベan 43.1 面質 」19 S30 

440 土器 K19 S30 537 土器 」19 S30 13-23 

441 土器 K 19 S30 538 礫 ! San 65.0 咄イi且．！硬質 J19 S30 

442 礫 Se「-2 228 4 K19 S30 539 礫 i San 134.6 硬質 L 18 S30 

443 判片・砕片 Ser-2 36 3 K19 S30 ' 

444-1 剥片砕片 Sn O 3 I〈19 S30 ヽ・

44乙 •2 剥片砕片 Sn (O 1) KI 9 S30 

ト＃4唸4R 礫 Sar; 481 8 ば跨 K'9 、¥91
剥片砕片 Se「-2 41 7 K19 S30 

A47 土器 Kl 9 S30 

540 礫 I Ser-2 ;40 4 L18 S30 

i 「54i 1 筏 i Ser、̂2 150 8 I 18 S30 

?砂‘ I Sari 74 I 硬質 L1 8 ~ S汽3'i0(] ~ 
555444-4 言5 -

峠 ! j仔柏岩予 42 5 L 18 

弄 Se「-2 113 3 l 18 ベsn

桟 [•;r 146 6 LI 8 •｀ッヘーぅご（ 

、年訊 礫 Se←2 190 1 K'9 S30 r 54G 礫 G「 70 被熱？ M18 ミ？n

449 礫 Ser-2 165.2 」19 S30 
1-，＂  ＂← 

547 礫 G l― 197 1 M 1 8 ベar¥

450 剥片砕片 Ser-2 8 4 」19 S30 
I 451 l利l亡・砕ば Ser-2 11.5 硬質 」,g S30 

548 礫 Scr-2 41 9 M 1 •0 8 ヘ ← S宮()
549 茂 r 0'111 451 8 硬賀 杓1 只rA(¥

452 刊片悼片 Ser-2 5.5 L 19 S30 550 礫 Ser-2 142 0 M18 S30 □長＋ ぶ」19 S30 
上森 」19 S30 13-36 

551 礫 Sch-1 69.9 M18 S30 

552 礫 San 215 7 碑員 M18 S30 
455 剥片砕片 Sari 10 9 硬狛_ M19 S3〈) |-;-4 73 

← 44556r 土土器器 ， MM119 9 SS330 0 

553 礫 San ~ ~ ? 71 56..3 5 亙I 自~ 硬質 L 18 S30 

55~ 礫 ! SeF2 L 18 S30 

555 礫 1 Se「-2 258.1 L18 S30 
-

458 土器 ． M19 S3―0 --_ -_[ --------j | 556 礫 | G「 179.5 L 18 S30 

-44-



遣物番号 器種 石質 里(g) 偏考 出土地区 出土造橋 挿図番号 遥物番号 器種 石質 里(g) 偏考 出土地区 出土造構 挿図番号

557 礫 Gr 1600 0 L 18 S30 654 微細剥離 Ohb 04 N17 S30 

558 礫 Ser-2 222 4 L 18 S30 655 打製石斧 Sch-1 72 9 Nl 7 S30 27-103 

559 礫 San 136 2 硬質 L 18 S30 656-1 礫 Ser-2 435 0 N17 S30 

560 剥片砕片 Sch~ I 60 LI 8 S30 656-2 礫 G「 69 N17 S30 

561 土器 L 18 S30 657 礫 G「 40 N16 S30 

562 礫 San 275 4 硬質 L 18 S30 658 土器 N16 S30 

563 礫 G「 11 6 L 18 S30 659 礫 Gr 24 N16 S30 

564 礫 San 157 2 硬質 M1 8 S30 660 土器 N16 S30 

565 石斧片 Ser-2 61 7 破砕片 L 18 S30 25-89 661 土器 N16 S30 

566 礫 Se「-2 150 I M18 S30 662 土器 N16 S30 

567 礫 San 179 9 硬質 L 18 S30 663 礫 San 35 9 硬質 N16 S30 

568 土器 L 18 S30 13-1 664 土器 N16 S30 13-27 

569 礫 Se「-2 1000 0 M18 S30 665 土器 N16 S30 

570 礫 San 91 1 研面硬質 L 18 S30 666 土器 N16 S30 

571 礫 San 149 0 硬閥 M18 S30 667 土器 N16 S30 

572 礫 Sch-1 68 2 M18 S30 668 剥片砕片 Qua I 7 N16 S30 

573 礫 Sch-1 27 3 MlS S30 669 礫 堆積岩系 100 6 N16 S30 

574 礫 Gr 892 8 M18 S30 670 土器 N16 S30 

575 礫 San 467 2 硬留 M18 S30 671 剥片砕片 Ob-1 05 N16 S30 

576 碗 Qua 106 5 M18 S30 672 剥片砕片 Ohb 06 N16 S30 

577 礫 Ba 433 8 M18 S30 673 土器 N16 S30 

578 土器 M18 S30 674 礫 Ser-2 543 9 N16 S30 

579 礫 San 2 7 硬質 M18 S30 675 礫 Se「-2 670 0 N16 S30 

580 礫 Ba 133 5 M18 S30 676 礫 Gr 16 9 N16 S30 

581 一次加工剥片 Sn 1 4 M18 S30 677 礫 Ser-2 110 3 N16 S30 

582 礫 Sch-I 73 M18 S30 678 剥片砕片 Ob-1 1 5 N16 S30 

583 礫 San 132 7 硬質 M18 S30 679 礫 Sch-I 172 9 016 S30 

584 礫 Ser-2 196 I M18 S30 680 礫 San 181 7 硬質 N16 S30 

585 礫 San 157 3 硬質 M18 S30 681 礫 Ser-2 245 9 N16 S30 

586 礫 堆積岩系 349 0 M18 S30 682 礫 Ser-2 280 2 N16 S30 

587 礫 Ser-2 5000 0 M18 S30 683 礫 Se「-2 300 8 N16 S30 

588 土器 M18 S30 684 礫 Ser-2 183 9 016 S30 

589 礫 San 652 8 研面？硬質 M18 S30 685 礫 San 101 7 硬質 016 S30 

590 土器 M18 S30 686 礫 San 88 4 硬質 016 S30 

591 礫 San 158 3 硬質 M18 S30 687 剥片砕片 Qua 03 016 S30 

592 礫 San 145 9 硬質 M18 S30 688 剥片砕片 Qua 08 016 S30 

593 礫 San 1 8 硬臼 M18 S30 689 慄 Se「-2 117 3 016 S30 

594 土器 M18 S30 690 剥片砕片 Qua 09 016 S30 

595 砥石 Gr 205 9 M18 S30 28-116 691 礫 Ser-2 291 7 016 S30 

596 礫 Ba 76 2 M18 S30 692 チョッパ・一 Ser-2 980 5 016 S30 

597 礫 Sch-I 83 9 M18 S30 693 礫 Gr 214 7 016 S30 

598 土器 M18 S30 694 剥片砕片 Qua 05 017 S30 

599 礫 Ba 7000 M18 S30 695 礫 Ser-2 109 3 017 S30 

600 礫 Ser-2 75 7 M18 S30 696 礫 San 246 9 硬質 017 S30 

601 剥片砕片 Sn (0 I) N18 S30 697 剥片砕片 Ohb 06 017 S30 

602 剥片砕片 Ohb 0 1 N18 S30 698 土器 017 S30 13-35 

603 剥片砕片 Ser-2 38 6 N1 8 S30 699 剥片砕片 Ohb 07 017 S30 

604 礫 Se←2 96 2 N1 8 S30 700 石斧未製昂 Ser-2 250 2 N17 S30 26~97 
605 礫片 Sch-I 23 I N18 S30 701 剥片砕片 Ob-1 (O 1) N17 S30 

606 土器 N18 S30 702 

607 剥片砕片 Ohb (O 1) N18 S30 703 剥片砕片 Qua 0 1 N17 S30 

608 剥片砕片 Ohb 0 1 N18 S30 704 土器 N17 S30 15~74 

609 土器 N18 S30 705 土器 N17 S30 16-106 

610 剥片砕片 Ob-I (O 1) N18 S30 706 土器 N17 S30 

611 剥片砕片 Ohb 0 I N1 8 S30 707 土器 N17 S30 

612 土器 N18 S30 708 磨石敲石 Gr 421 8 N17 S30 27-100 

613 土器 N18 S30 709 礫 Se「-2 313 8 N1 8 S30 

614 土器 N18 S30 710 土器 M18 S30 

615-1 土器 N18 S30 14-43 711-1 礫 San 290 0 砥石？硬質 M18 S30 
615-2 土器 N18 S30 14-43 711-2 礫 堆栢岩系 11 MIS S30 

616 剃片砕片 Se「-2 34 3 N18 S30 712 礫 Ser-2 153 1 M18 S30 

617 剥片砕片 Sch-I 66 1 N18 S30 713 礫 Se「-2 52 9 M18 S30 

618 土器 615と同一 N18 S30 714 礫 San 423 8 硬質 M78 S30 

619 礫片 Ser-2 56 5 N18 S30 715 土器 M19 S30 
620-1 石核 Ohb 35 620-2と接合 N18 S30 24-79 716 剥片砕片 Ohb 24 L 19 S30 

620-2 剥片砕片 Ohb 620-1と接合 N18 S30 717-1 土器 J18 S30 14-56 

621 剥片砕片 Ob-1 1 3 N18 S30 717-2 土器 」18 S30 
622 剥片砕片 Sn 02 N18 S30 718 剥片砕片 Ohb (0 1) 

ーマー

」18 S30 

623 土器 N18 S30 14-40 719 打製石斧 Sch-1 70 0 L17 S46 27-104 

624 土器 N18 S30 13-16 720 礫 Ser-2 1000 0 L 17 S46 

625 土器 N18 S30 14-45 721 礫 San 460 0 研面硬質 し17 S46 

626 土器 N18 S30 722 礫 Sch-1 2000 0 LI 7 S46 

627 礫 San 161 7 硬質 N18 S30 723 礫 Sch-I 720 0 L17 S46 

628 礫 Ser-2 145 0 N18 S30 724 礫 Sch-I 760 0 L 18 S46 

629 礫 Ser-2 208 7 N18 S30 725 礫 Ser-2 165 0 L 18 S46 

630 土器 N18 S30 726 礫 Ser-2 310 0 L17 S46 

631 土器 N18 S30 727 土器 L17 S46 14-62 

632 土器 N18 S30 728 礫 Gr 375 0 L17 S46 

633 剥片砕片 Ohb 07 N18 S30 729 礫 Ser-2 1200 0 LI 7 S46 

634 剥片砕片 Ohb I 6 N18 S30 24-70 730 石斧 Sch-2 427 8 欠摂 LI 7 S46 25-84 

635 礫 San 140 3 N18 S30 731 石斧未製品 Sch-2 463 8 L17 S46 25-87 

636 礫 Ba 278 0 砥石？ N18 S30 732 石斧 Se「-2 135 9 先端欠 L 17 S46 26~90 

637 礫 Se「-2 119 1 N18 S30 733 礫 G「 228 1 L18 S46 

638 礫 Ser-2 88 5 NIB S30 734 礫 Se「-2 198 9 L17 S46 

639 礫 Ser-2 63 4 N18 S30 735 礫 Gr 80 8 L17 S46 

640 士器 N18 S30 736 砥石 Mud 407 8 L 17 S46 28-114 

641 土器 N18 S30 737 礫 San 160 4 硬習 LI 7 S46 

642 土器 018 S30 738 礫 Se「-2 166 4 し17 S46 

643 石鏃未製品 Ohb I 5 N17 S30 22-14 739 土器 L 17 S46 

644 スクレイハー Ohb 1 6 未製品 NI 7 S30 22-29 740 土器 LI 7 S46 15-65 

645 剥片砕片 Sn 2 I N17 S30 741 剥片 Sch-1 10 6 L 17 S46 

646 742 礫 San 25 2 研面？硬質 し17 S46 

647 剥片砕片 Ohb 0 1 N17 S30 743 礫 Qua 91 I L 17 S46 

648 剥片砕片 Ohb 03 N17 S30 744 礫 San 22 I 硬質 L 17 S46 

649 剥片砕片 Qua 40 N17 S30 745 礫 Sch-I 1500 0 L 17 S46 

650 礫 G「 180 4 敲石？ N17 S30 746 礫 Gr 138 9 L17 S46 

651 刑片砕片 Qua 10 N17 S30 747 礫 Se「-2 207 8 L 17 S46 

652 土器 N17 S30 748 硲 Ba 372 8 L17 S46 

653 土器 N17 S30 15-92 749 石斧未製品 Ba 474 0 L 17 S46 27-99 
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遥物番号 器種 石質 重(g: 備考

750 礫 San 71 1 硬質
751 台石 G「 10000 0 

752 礫 Ser-2 
188000..9 0 

753 礫 堆柏岩系

754 謡右 Se「-2 」： 434,9 ら秤』1用

77555 6 
礫 Ser-2 756 6 

礫 Sch-1 313 8 

757 礫 San 11 5 硬質

758 礫 San 120 4 研面？硬質

159 礫 Sch-1 198.4 
, 30 石斧未製品 Se「-2

26330..9 3 '~ ~ 
761 礫 Gr 

青：：
Se「-2 60 6 
Ila 345 1 

764 礫 Gr 135 0 

765 礫 Ba 1000 0 

766 礫 Sch-I !0 0 

767 砂 Ser-2 890 0 
768 辟 San 255 0 硬質

769 礫 Se「-2 j 2000 0 

770 礫 San 240 2 硬賀

771 礫 San 400→-0 -~~ 0 
硬質

772 I礫 臣iS an 52 9 硬質

773 汲 an 143 8 硬質

□7749ぅ 礫礫 Gr 350 8 

Gr 681 8 

776 礫 Ser-2 '06 6 

/ 77 礫 San ?24 1 栂花え

778 礫 量—三叩
硬芦

779 礫

ニ:o—； Sch-1 140 0 

781 G「 625,0 

782 礫 San ！ 70 0 硬盟

783 礫 Se「-2 330.0 
84 礫 Ser-2 I 75 0 

785 呼 Gr ！ 70 0 
786 礫 G「 340 0 
I 787 •• 礫 '―G"--r 1200 0, 

788 礫 Gr 110'i 被熱？

789 剥片砕片 Ob-1 0 2 

790 累＇」）＼砕片 I Sn 
0 4 ~~ ・ヽ

791 剥井砕片 I Ohb 0 I 

792 判片砕片 Ohb 1 0 `~~^ ： 一剥片砕片 .O. hb 0 I 

剥片砕片 Ob-1 0 I 
・・---

二 E 剥片砕片 Ohb 0 1 

796 刊灯砕片 ()hb 0 I 

797 剥片・砕片 Onb 0 7, 

798 礫 Sch-1 32 1 剥片調整
799 礫 Gr 13 6 

800 工器

801 土器
j…  

＇ 802 土器

□虞 敲石 Ser-2 241 0 

土器

805 l十翠
~ ~ ll06 ::I考器

”/~ / ー，^ー ド凸

807 ＋器

88009 8 
土器

＇翠

810 ー！ふ

811 土器

812 剥片砕片 Ohb 0 2 

813 刊片砕片 Ohb 07 ，．． 
874 十翠

815 士器

816 ＋器

817 石器 Ohb り9

818 土器 ' 
819 土器

| s20 I器

□言 土器̂/ I ”` 

土器 ―' ― 

823 礫 G「 68 

言 土器
土器

826 土器

827 土器

828 礫 Gr 17 0 

829 土器

830 礫＿ Gr 20 o 

831 低い 1 San 36 0 硬四
832 I器

~ ~“~ 

833 I土器
334 土器一

げ15 礫 Qua 259 7 

836 土器

83 ! 土器

838 土器

839 十翠

i泣：n 礫 Ba i 18.4 ＇ 

←記
土器

土器

, 843 礫 San 134 5 砥石面？硬笞
844 

礫剥片砕片 ］忙G元r了――
177 0 

I 845 (O I) 

846 礫 G「 301 8 敲石？
847 剥片砕片 Ohb り：

848 砕卜1戸 190 7 敲石？

出七地区 l出土造構 挿図番号
L 1マ S46 

L : 5 S46 29-119 

□ 5 S46 
L 16 S46 

L 16 S46 27-101 

L 16 S46 

L16 ! S46 
•~ 

し16 S46 

L 16 S46 

L16 S46 

L 16 S46 26-90 

M16 S46 

IV16 S46 

M16 S46 

M16 S46 

M16 S46 

M16 I S46 

L16 54ら

L16 S4b 

L 16 S46 

し16 S46 

I 16 S46 

L 16 o4tぅ
＇ し16 54G -

L1G S46 

k1 6 S46 

K16 S46 

K16 S46 

K16 S46 

K16 S46 

“KK116 6 ーI―皇S46 ~ ~ 

K16 S46 

K17 S46 
Kl; S46 

Kl 7 S16 

L 17 S46 

I 17 S46 

N19 S30 9. 
し17 S46 

L16 s~ら

L17 S46 

L 16 百4f

L 16 S46 
1(17 S46 

1<17 S46 

K17 S4じ

M17 S30 
一•

M17 S30 

M17 S30 

M17 S30 16-724 

M17 ●I . ‘^● SS330 0 
14-42 

M1 i 

M17 S30 27-00 
M; ( S30 

M17 S30 16-110 

M17 ~ ~ S~ 30 

Ml/ 
SS330 0 

M17 ',6~--! --13 

M1/ S30 16-120 

M17 S30 15-so I 
□v1 1 7 S30 
M17 S30 

M17 S:JO 

M17 _sS宝30） ' 1 
M17 
1✓ 17 S30 

M17 S30 22・・8 

Ml7 S30 

M17 S30 

M17 S30 

M17 S30 

M17 S30 

M17 S30 

lv117 S30 

M17 SJO 

M17 S30 

M17 S.10 

Mlv/.11 7 1 . 
S30 

S30 13-15 

M17 s 9( 

28-115 ー＇I M17 'ヽ、90 

M17 らふ」 ！I 15-83 

M17 
SS310 6 

L 16 

L 16 SI 6 ＇ 

L16, S16 
＾ ．  

I_ 15 I S16 

L1 6 SS1I 6 6 
L 16 I 

L 7 6 S16 

L 16 S16 15-82 

L1ら
SS330 0 ＇ 1ア 4～~ -~ 61 

K1ら

k1ら S30 

K17 S16 

K 17 S16 

K17 
SS 116 ら

K17 

＇ 

ぃ物番号 今］• 石質 叫q) 備考 出1！也区出土遥杵丁：』酉薔冦―|

849 ェ器 Kl 7 I Slら 13-33 

口□：：了臼［ ：］］ 850 礫 Sc忙1':'心 0 I I Kl 7 I Sl 6 

854 礫 San I 10.3 厄K I M16 I S30 

855 スクレイパー An--~ 39 6 M1 6 S30 i 22-30― 

856 礫 Se「-2 i 46.1 I I M 16 I S30 

8デ土器 I I M16 I s竺〇
l 

858ー礫 Gr __  L_27._6 被熱？ M1 6 三］0
859 土器 M16 | 530 
360 土器 9V，16 S30 13-2乙

861 土器 ， M16 I S30 I 13-28 _. --

862 礫 Gr I 485.0'I  M16 I S30 

863 裾 Sch1 I 167.4 I I lvi16 I S30 

864-1 平玉昂1誰 OIJ-I I I. 1 I I MI 6 I S30 

lI64-2 →llご砕片 Ohh I 0.1 I I 'v11 Li I S3CI --~-
864-3 刹片・砕片 Ohb I (O.i)I I M16 I S30 

865・礫 Ser-2 37.9 M1 6 S30 

866 礫• Ser-;'82.O M1 6 忘30
867 母 Sch-1 -]00 2 二次加工？ ―＼91 1 6 S30 
868 硲． Sar• 68.8 硬質 ，・',:15 S30 

869 花c ISer-2 I ~2.5 I I lvi16 I S3D , -•- -
870 土器 M16 I S30 I 15-68 

871 礫 Ba I 27.8 I I M 16 I S30 I ←872 一礫 Ser-2 □.]8 M1-6• S30 ― 

g, 3 礫 S呵-2 I 651.5 I I M16 I S30 
豆 1 礫 ＿ s＿In 1 31.6 •—・一 硬質 M16 S30 

375 礫 Ser-2 i 37.5 I i Ml 6 I S30 -- -
876 礫 Gr I 79.5 I I Ml 6 I S30 1 '  

877 礫 Ser-2

878ー礫 San 
879 I礫 Qua

合合〇 礫 Qua 

口 G「

San 

4 7 5 

155 0 

S30 

硬質 S30 

S30 

S30 

S30 

S30 

S30 

S30 
S30 ； 

S1G 13-20 

主888 土壁
| 889 土器詈

158.4 i 硬質 1 |」]

詈□□三―
口 27S.9 

9.4 
L 17 S16 

L17 S16 

匿□戸二—

：～： 三ロニロニローニ
-+---~+--

L17 I S30 

Ll 7 I S30 
907 剥片 OhLJ I 0.7 I I L 17 I S30 

908 土器 1_17 I S30 I 13-11 
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膠岳系黒曜石

針尾島系黒避石

姫鳥産黒躍五

サヌカイト

安山岩

砂岩---ィヒ1均石
花商閃緑岩

玄武岩

石英

Tuf 凝灰岩
Cr 水晶

Cla 粘栃岩
Con 辟岩

M叫泥岩

Sch-1 節理に沿って別れるいわゆる緑色片岩
Sch-2やや硬鱈て喰密な片岩
Ser-1 禄色で緻硲な蛇紋岩
Se「-2 白色でやや粗雑な蛇紋岩
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l．金山遺跡遠景

（南上空から）

2金山遺跡全景

（上空から）



l.B区全景（上空から）

2.B区全景（東から）



1.A区全景（上空から）

2.A区全景（l付から）



図版4

l.SK03（東から）

2.SK04（南から）

3.SK05（西から）



図版5

1.SK06（南から）

2.SK08（南から）

3.SKlO（南西から）



図版6

l.SK] 4 （南から）

2.SK15（南東から）

3.SXOl （北東から）



l.SX02（東から）

2.SX03検出状況

（東から）

3.SX03完掘状況

（南東から）
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l.SX04集石状況

（東から）

2.SX04土層（東から）

3.SX04下部土坑

（西から）



1.SX05検出状況

（北から）

2.SX05士屑

（北東から）

3.SX05上部（北から）

図版9



図版10

I.SX05下部

（北から）

2.SX06石芹出土状況

（西から）

3．作業風景



l.SX08全景

（上空から）

旦．SX08全娯

（南西から）

3.SX08中央十ぷし

（西から）
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図版12

l.SX09土層（西から）

2.SX09土層（南から）

3.SX09完掘状況

（北西から）



LSX11土層l

（第4図土眉④）

2.SXl 1上層2

（第4図士屑⑤）

3.SXl 1全景

（東から）
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図版14

l．調査区南側土層l

（第4図土層⑩）

2調査区南側土層2

（第4図土層⑩）

3．調査区南側土層3

（第4図土層⑩）



l．グリッド土屈

（第4図士屑⑥）

2．クリッド土開

（第4図土層⑧）

3．グリヅド土屈

（第4図土層⑨）
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